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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動体を動作させる可動演出装置を備えた遊技機であって、
　前記可動演出装置は、
　遊技機の固定部に配設されるベース体と、
　前記ベース体に配設された第１駆動手段の駆動に伴い、該ベース体に重なる第１初期位
置および該第１初期位置から離間した第１移動位置の間を移動可能な第１可動体と、
　前記ベース体と前記第１可動体との間に配設され、ベース体および第１可動体の夫々と
重なる第２初期位置および該第２初期位置から離間した第２移動位置の間を移動可能な移
動体と、
　前記第１可動体に前記移動体側へ突出して配設され、該第１可動体に配設された第２可
動体を移動させる第２駆動手段とを備え、
　前記移動体は、前記ベース体および第１可動体との重なり方向において段差状に形成さ
れて、ベース体に対向する第１取付部、および第１取付部より前記ベース体側に位置して
第１可動体に対向する第２取付部を有し、
　前記第１取付部には、前記ベース体に対して移動体を移動可能に支持する第１支持手段
の移動支持部が固定されると共に、前記第２取付部には、当該移動体に対して前記第１可
動体を移動可能に支持する第２支持手段の固定支持部が固定され、
　前記第１支持手段および第２支持手段は、前記ベース体、移動体および第１可動体の重
なり方向と直交する方向に離間して配設されると共に、該直交する方向で互いに重なって
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おり、
　前記第１支持手段および第２支持手段の間に、前記第２駆動手段が臨むよう構成した
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記第１可動体の移動に伴い係脱可能に係合する係合手段を備え、
　前記移動体は、前記係合手段の係合状態において、前記第１可動体の移動に伴い第２初
期位置および第２移動位置の間で移動する請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記第１可動体には、前記第２駆動手段を挟んで一対のガイド部材が配設され、各ガイ
ド部材に前記第２可動体が夫々移動可能に支持され、
　前記一対の第２可動体は、前記第２駆動手段の駆動に伴い、前記第１可動体と前記重な
り方向で重なる第３初期位置および該第１可動体を挟んで反対方向に離間する第３移動位
置の間を夫々移動する請求項１または２記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、可動体を動作させる可動演出装置を備えた遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機は、機内にセットされる遊技盤の盤面に画成した遊技
領域の略中央位置に装飾部材(センター役物とも称される)が配設されて、該装飾部材に開
設した開口部に、各種図柄を変動および停止表示させて所要の図柄変動演出を行なう図柄
表示装置を臨ませるよう構成される。そして、遊技盤の盤面に形成された遊技領域に打ち
出された遊技球が、装飾部材の下方位置に配設した始動入賞装置に入賞することにより、
図柄表示装置の表示部での図柄変動ゲームが行なわれるようになっている。また、多くの
パチンコ機では、所要の動作を行なう可動体を備えた可動演出装置が前記装飾部材等に配
設されており、可動体を図柄表示装置での図柄変動ゲームに合わせて動作させることによ
り演出効果の向上を図っている。
【０００３】
　例えば可動演出装置としては、初期位置および該初期位置から下方に離間した移動位置
の間を昇降運動が可能な可動体と、該可動体に連係されたモータ等の駆動手段とを備え、
該駆動手段の駆動により、可動体を初期位置および移動位置の間を昇降移動させるよう構
成したものがある(特許文献１参照)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－３０８４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年においては、図柄表示装置の表示部の大型化に伴い、可動演出装置に対しては演出
効果の向上が希求されており、例えば可動体を大型にしたり該可動体の移動量を大きくす
る傾向にある。しかし、可動体の移動量を大きくすると可動演出装置が大型になるため、
該可動演出装置を所要の設置スペースに配設できなくなる問題が生じる。また、可動体を
大型にすると該可動体の重量が嵩むため、可動体の安定した移動を長期に亘って維持し得
なくなる問題が生じる。
【０００６】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、これらを好適
に解決するべく提案されたものであって、可動演出装置をコンパクトに構成して設置スペ
ースの設定を容易にすると共に、可動演出装置の可動体の安定した動作を維持し得るよう
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にした遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項１に係る発明は、
　可動体(101,102)を動作させる可動演出装置(100)を備えた遊技機であって、
　前記可動演出装置(100)は、
　遊技機の固定部(50)に配設されるベース体(104)と、
　前記ベース体(104)に配設された第１駆動手段(140)の駆動に伴い、該ベース体(104)に
重なる第１初期位置および該第１初期位置から離間した第１移動位置の間を移動可能な第
１可動体(101)と、
　前記ベース体(104)と前記第１可動体(101)との間に配設され、ベース体(104)および第
１可動体(101)の夫々と重なる第２初期位置および該第２初期位置から離間した第２移動
位置の間を移動可能な移動体(105)と、
　前記第１可動体(101)に前記移動体(105)側へ突出して配設され、該第１可動体(101)に
配設された第２可動体(102)を移動させる第２駆動手段(215)とを備え、
　前記移動体(105)は、前記ベース体(104)および第１可動体(101)との重なり方向におい
て段差状に形成されて、ベース体(104)に対向する第１取付部(105a)、および第１取付部(
105a)より前記ベース体(104)側に位置して第１可動体(101)に対向する第２取付部(105b)
を有し、
　前記第１取付部(105a)には、前記ベース体(104)に対して移動体(105)を移動可能に支持
する第１支持手段(120)の移動支持部(123)が固定されると共に、前記第２取付部(105b)に
は、当該移動体(105)に対して前記第１可動体(101)を移動可能に支持する第２支持手段(1
30)の固定支持部(131)が固定され、
　前記第１支持手段(120)および第２支持手段(130)は、前記ベース体(104)、移動体(105)
および第１可動体(101)の重なり方向と直交する方向に離間して配設されると共に、該直
交する方向で互いに重なっており、
　前記第１支持手段(120)および第２支持手段(130)の間に、前記第２駆動手段(215)が臨
むよう構成したことを要旨とする。
【０００８】
　請求項１に係る発明によれば、ベース体に移動体を移動可能に支持する第１支持手段お
よび該移動体に第１可動体を移動可能に支持する第２支持手段を、ベース体、移動体およ
び第１可動体の重なり方向と直交する方向に離間すると共に該直交する方向で互いに重な
った状態で配設すると共に、第１可動体に配設された第２駆動手段を両支持手段の間に臨
ませるようにしたので、重なり方向における可動演出装置のサイズを小さくすることがで
き、該可動演出装置の設置スペースの設定が容易になる。また、第２駆動手段を第１支持
手段と第２支持手段との間に臨むように可動体に配設したことで、第１可動体が両支持手
段によりバランスよく支持されるようになり、該第１可動体のスムーズな移動を長期に亘
って維持し得る。
【０００９】
　請求項２に係る発明では、
　前記第１可動体(101)の移動に伴い係脱可能に係合する係合手段(110)を備え、
　前記移動体(105)は、前記係合手段(110)の係合状態において、前記第１可動体(101)の
移動に伴い第２初期位置および第２移動位置の間で移動することを要旨とする。
　請求項２に係る発明によれば、係合手段の係合状態において、第１可動体が第１初期位
置と第１移動位置との間を移動することに伴い、該第１可動体を支持した移動体を第２初
期位置と第２移動位置との間で移動させることができ、移動体により第１可動体を適切に
支持し得る。
【００１０】
　請求項３に係る発明では、
　前記第１可動体(101)には、前記第２駆動手段(215)を挟んで一対のガイド部材(195,200
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)が配設され、各ガイド部材(195,200)に前記第２可動体(102,102)が夫々移動可能に支持
され、
　前記一対の第２可動体(102,102)は、前記第２駆動手段(215)の駆動に伴い、前記第１可
動体(101)と前記重なり方向で重なる第３初期位置および該第１可動体(101)を挟んで反対
方向に離間する第３移動位置の間を夫々移動することを要旨とする。
　請求項３に係る発明によれば、第１可動体に第２駆動手段を挟んで配設した各ガイド部
材に移動可能に支持された一対の第２可動体が、１つの第２駆動手段の駆動に伴い、該第
１可動体に重なり方向で重なる第３初期位置および該第１可動体を挟んで反対方向に離間
する第３移動位置の間を夫々移動するので、第１可動体および各第２可動体の動作により
演出効果の向上を図り得る。
【発明の効果】
【００１１】
　本願発明に係る遊技機によれば、可動演出装置をコンパクトに構成して設置スペースの
設定を容易にすると共に、可動演出装置の可動体の安定した動作を維持し得るようにする
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例のパチンコ機の正面図である。
【図２】第１可動演出装置が作動した状態で示す遊技盤の正面図である。
【図３】枠状装飾ユニットと、遊技盤と、各々の可動演出装置を取り付けた設置部材とを
分離した状態で示す斜視図である。
【図４】ボックス部から第１可動演出装置を分離すると共に、該ボックス部とベース部と
を分離させた状態を示す設置部材の分解斜視図である。
【図５】図２のＸ１－Ｘ１線で破断した部分断面図あって、第１可動演出装置を初期状態
で示すと共に中枠および球タンク等を同時に示している。
【図６】初期状態の第１可動演出装置の斜視図である。
【図７】初期状態の第１可動演出装置の背面図である。
【図８】初期状態の第１可動演出装置の平面図である。
【図９】初期状態の第１可動演出装置の右側面図である。
【図１０】第１可動体が第１移動位置、移動体が第２移動位置、第２可動体および第３可
動体が夫々第３初期位置および第４初期位置の状態での第１可動演出装置の斜視図である
。
【図１１】図１０の状態の第１可動演出装置の背面図である。
【図１２】図１０の状態の第１可動演出装置の右側面図である。
【図１３】第１可動体が第１移動位置、移動体が第２移動位置、第２可動体および第３可
動体が夫々第３移動位置および第４移動位置の状態での第１可動演出装置の斜視図である
。
【図１４】図１３の状態の第１可動演出装置の背面図である。
【図１５】図９のＸ２－Ｘ２線断面図である。
【図１６】図８のＸ３－Ｘ３線断面図である。
【図１７】第１作動機構の左作動機構および右作動機構を、第１可動体を第１初期位置と
した状態で示す背面図である。
【図１８】第１作動機構の左作動機構および右作動機構を、第１可動体を第１移動位置と
した状態で示す背面図である。
【図１９】(ａ)は、第２可動体および第３可動体が夫々第３初期位置および第４初期位置
にある状態の部分正面図であり、(ｂ)は、(ｃ)のＸ４－Ｘ４線断面図、(ｃ)は、(ａ)の平
面図である。
【図２０】(ａ)は、第２可動体および第３可動体が夫々第３移動位置および第４移動位置
にある状態の部分正面図であり、(ｂ)は、(ｃ)のＸ５－Ｘ５線断面図、(ｃ)は、(ａ)の平
面図である。
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【図２１】ベース体、移動体、第１作動機構および第１可動体の第１ベース支持体等の第
１可動演出装置を構成する部材を、右前斜め上方から見た分解斜視図である。
【図２２】第１可動体および第２可動体等の第１可動演出装置を構成する部材を、右前斜
め上方から見た分解斜視図である。
【図２３】第１可動体の第１装飾体および第２可動体等の第１可動演出装置を構成する部
材を、右前斜め上方から見た分解斜視図である。
【図２４】ベース体、移動体、第１作動機構および第１可動体の第１ベース支持体等の第
１可動演出装置を構成する部材を、左後斜め上方から見た分解斜視図である。
【図２５】第１可動体および第２可動体等の第１可動演出装置を構成する部材を、左後斜
め上方から見た分解斜視図である。
【図２６】第１可動体の第１装飾体および第２可動体等の第１可動演出装置を構成する部
材を、左後斜め上方から見た分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、遊技機としては、一般的なパチンコ機１０を例にして説明する
。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、「右」とは、特に断りのない限
り、図１に示すようにパチンコ機１０を前側(遊技者側)から見た状態で指称する。
【実施例】
【００１４】
(パチンコ機)
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、前後に開口する矩形枠状に形成さ
れて遊技店の図示しない設置枠台に縦置き姿勢で設置される固定枠としての外枠１１の開
口前面側に、遊技盤１４を着脱可能に保持する本体枠としての中枠１２が、開閉および着
脱可能に組み付けられている。そして、図５に示すように、遊技盤１４の裏側に、所定条
件の成立(後述する第１始動入賞装置３７の始動入賞口３７ａまたは第２始動入賞装置３
８の始動入賞口３８ａへのパチンコ球(遊技球)の入賞)を契機として演出用の図柄(以下飾
図という)を変動表示させて図柄変動演出を行なう演出実行手段としての図柄表示装置４
５が、着脱可能に配設されている。また、中枠１２の前面側には、遊技盤１４を透視保護
するガラス板や透明な合成樹脂材により形成された透明板１８で前後に開口する窓部を覆
うよう構成された装飾枠としての前枠１３が開閉可能に組み付けられると共に、該前枠１
３の下部前側に、パチンコ球を貯留する上球皿１５および下球皿１６が組み付けられてお
り、前枠１３の開閉に合わせて上球皿１５および下球皿１６も一体的に開閉するよう構成
される。前枠１３には、窓部の外周を囲繞するようランプ装置１９が配設されると共に、
該前枠１３の上部左右に、音声や効果音を出力可能なスピーカ２０が配設されている。す
なわち、ランプ装置１９に設けられたＬＥＤ等の発光体(図示せず)を点灯・点滅したり、
スピーカ２０から適宜の音声を出力することで、図柄表示装置４５の表示部４６での図柄
変動演出に合わせて発光演出や音声演出を行い得るよう構成されている。
【００１５】
　図１に示すように、中枠１２の右下方位置には、該中枠１２に配設された打球発射装置
(図示せず)を作動する操作ハンドル１７が設けられており、該操作ハンドル１７の回転操
作により打球発射装置が作動されることで、上球皿１５に貯留されたパチンコ球が所定間
隔で１球ずつ遊技盤１４に向けて連続的に発射されるようになっている。また、図５に示
すように、中枠１２の後部上方(遊技盤保持部１２ａの後部上方)に、外部の球補給設備か
ら供給されるパチンコ球を貯留する球タンク(構成部材)２１が配設されると共に、該中枠
１２の後部上方(遊技盤保持部１２ａの後部上方)に、球タンク２１に貯留されたパチンコ
球を上球皿１５または下球皿１６へ払い出す球払出装置を備えた球払出しユニット(図示
せず)等が配設されている。なお、上球皿１５は、前枠１３と別体に形成して中枠１２に
対して開閉可能に組み付けるようにしてもよい。
【００１６】
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(遊技盤)
　遊技盤１４は、図２および図３に示すように、アクリルやポリカーボネート等の光透過
性の合成樹脂製で、中枠１２に設けた遊技盤保持部１２ａ(図５参照)の内縁形状に整合す
る外縁形成された略矩形の平板状に形成され、その前側には遊技領域２５が設けられると
共に、その後側には設置部材５０が配設されている。遊技盤１４の前側には、左下部から
右上部にかけて円弧状に延在する外レール２６と、この外レール２６の内側に右下部から
左上部にかけて並べて配置された内レール２７と、外レール２６の右上部から内レール２
７の右下部までの間の右方へ凹む湾曲形状に構成された盤面飾り部材２８等が配設されて
おり、両レール２６,２７および盤面飾り部材２８で囲まれた内側が遊技領域２５として
構成されている。また、遊技領域２５の下方に、遊技領域２５を落下したパチンコ球をア
ウト口４４へ案内すると共に、前面に所要の装飾が施された装飾案内部材２９が配設され
ている。この装飾案内部材２９は、左右中央が最も高く、中央から左端および右端に向け
て下方傾斜する球転動部２９ａ,２９ａを有すると共に、左側の球転動部２９ａの左端お
よび右側の球転動部２９ａの右端にパチンコ球が下方へ落下可能な落下口２９ｂ,２９ｂ
が形成されている。これにより、打球発射装置から発射されたパチンコ球は、外レール２
６と内レール２７との間を通って遊技領域２５の左上部に打ち出された後に該遊技領域２
５内を流下し、球転動部２９ａ,２９ａに落下したパチンコ球は、該球転動部２９ａを移
動した後に落下口２９ｂから落下してアウト口４４から遊技盤１４の裏側へ排出されるよ
うになっている。
【００１７】
　図３および図５に示すように、遊技盤１４には、右斜め上方へ偏倚する大きな貫通口(
開口)２４が形成されている。この貫通口２４の開口縁には、前後に開口した表示窓口３
１が形成されたセンター役とも称される枠状装飾ユニット３０が配設されており、該表示
窓口３１内が演出領域とされている。枠状装飾ユニット３０は、複数の装飾部材３２、第
２始動入賞装置３８および特別入賞装置３９等を環状に連結してユニット化されており、
設置部材５０の後側に着脱可能に配設された図柄表示装置４５の表示部４６で演出表示さ
れる遊技内容に合わせた所定の装飾が施されている。そして、枠状装飾ユニット３０の表
示窓口３１には、設置部材５０に配設された図柄表示装置４５の表示部４６や、該設置部
材５０の前側に配設される後述する第１可動演出装置(可動演出装置)１００や、その他の
可動演出装置(第２～第４可動演出装置２４０,２４１,２４２や装飾部品等(図３参照))が
臨むようになっている。
【００１８】
　図２に示すように、枠状装飾ユニット３０の表示窓口３１に臨む下側部分に、遊技球が
転動可能なステージ部３３が左右に延在して設けられていると共に、該ステージ部３３の
後側に、透明な部材から形成された透明保護部材３４が配設されている。この透明保護部
材３４は、枠状装飾ユニット３０の左部に形成された球通入口３５からステージ部３３へ
導入されて該ステージ部３３を左右に転動するパチンコ球が、該ステージ部３３の後方へ
落下するのを防止する。なお、透明保護部材３４は、図柄表示装置４５の表示部４６の下
部と前後に重なっているが、透明であるので該表示部４６の透視を阻害せず、該表示部４
６における表示演出内容を適切に視認し得る。更に、枠状装飾ユニット３０には、ステー
ジ部３３の左右中央から第１始動入賞装置３７の直上となる位置に延在する球通出経路３
６が形成されている。
【００１９】
　そして、遊技盤１４は、図２に示すように、遊技領域２５における枠状装飾ユニット３
０の左右中央下部に第１始動入賞装置３７が配設されると共に、該遊技領域２５の左下部
に普通入賞装置４０が配設されている。第１始動入賞装置３７は、前述した装飾案内部材
２９の左右中央に位置しており、該第１始動入賞装置３７を挟む両側に球転動部２９ａ,
２９ａが位置している。また、遊技盤１４の遊技領域２５内には、多数の球案内釘４１、
回転球案内具４２およびゲート部材４３等が配設されている。
【００２０】
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(始動入賞装置)
　図２に示すように、第１始動入賞装置３７は、遊技領域２５内で常に上方へ開口する常
時開放タイプの第１始動入賞口３７ａを備えている。また、第２始動入賞装置３８は、所
定の駆動手段により第２始動入賞口３８ａを開閉可能に構成された開閉部材３８ｂが設け
られており、該開閉部材３８ｂが第２始動入賞口３８ａを閉鎖する閉鎖位置と開放する開
放位置に変位するよう構成されている。すなわち、第１始動入賞口３７ａは、遊技領域２
５を流下するパチンコ球が常時一定の確率で入賞可能に構成され、第２始動入賞口３８ａ
は、遊技領域２５に配設されたゲート部材４３をパチンコ球が通過したことを条件として
実施される普図当り判定(普図当り抽選)の結果に応じて開閉部材３８ｂが開閉することで
、パチンコ球の入賞確率を可変し得るよう構成されている。そして、第１始動入賞装置３
７には第１始動入賞口３７ａに入賞したパチンコ球を検出する始動入賞センサが配設され
ると共に、第２始動入賞装置３８には第２始動入賞口３８ａに入賞したパチンコ球を検出
する始動入賞センサが配設されており、該始動入賞センサによる球検出信号が図示しない
主制御装置の主制御基板に入力される。そして、各始動入賞センサによるパチンコ球の検
出(すなわち第１または第２始動入賞口３７ａ,３８ａへのパチンコ球の入賞)を契機とし
て、所定数のパチンコ球が前述した球払出しユニットから賞球として払い出されるように
なっている。また、始動入賞センサによるパチンコ球の検出を契機として、図柄表示装置
４５の表示部４６において図柄変動演出が行われる。
【００２１】
(特別入賞装置)
　特別入賞装置３９は、図２に示すように、遊技領域２５に開口する特別入賞口３９ａを
開閉自在に閉成する開閉部材３９ｂを備えており、駆動手段の駆動に伴い、開閉部材３９
ｂが特別入賞口３９ａを閉鎖する閉鎖位置および該特別入賞口３９ａを開放する開放位置
に変位するよう構成されている。また、特別入賞装置３９には、特別入賞口３９ａに入賞
したパチンコ球を検出する特別入賞センサが設けられており、該特別入賞センサからの球
検出信号が主制御装置の主制御基板へ入力される。そして、主制御装置において大当り判
定結果が肯定の場合には、図柄表示装置４５の表示部４６において、統括制御装置４８(
図５参照)において決定された変動パターン応じて実行された図柄変動演出の終了後に、
遊技者に有利な遊技として特別入賞装置３９の開閉部材３９ｂが開放制御され、特別入賞
口３９ａに対して多数のパチンコ球が入賞可能となる。
【００２２】
(設置部材)
　設置部材５０は、図３～図５に示すように、前方に開口した矩形箱状に構成された部材
であって、前側の外縁前端を遊技盤１４の外縁後面に突き合わせた状態で該遊技盤１４に
ネジ等により取り付けられる。設置部材(固定部)５０は、遊技盤１４の周縁部１４ａの後
側に整合するベース部５１と、ベース部５１より一回り小さく形成されて該ベース部５１
から後方へ突出すると共に前方へ開口したボックス部５２とから構成され、該ベース部５
１の後側にボックス部５２がネジにより固定されるようになっている。ベース部５１は、
遊技盤１４の外縁形状と略同じ外縁形状に形成された第１設置壁部５３と、該第１設置壁
部５３の外縁から前方へ延出する第１外周壁部５４とを備えている。またベース部５１は
、第１設置壁部５３の中央に、前述した貫通口２４より一回り小さい形状の開口５５が開
設されている。これによりベース部５１は、第１外周壁部５４の前端を遊技盤１４の後面
に当接した状態では、第１設置壁部５３が遊技盤１４の後面から後方へ離間して位置する
ようになっている。
【００２３】
　第１設置壁部５３の前側には、図４および図５に示すように、遊技盤１４の裏面との間
に画成された隙間に収容可能な複数の装飾部材５６が、開口５５を囲むように取り付けら
れている。これらの装飾部材５６は、遊技盤１４の遊技領域２５の後方に位置して、該遊
技盤１４の前側から透視可能となっている(図２では、透視される装飾部材５６は図示さ
れていない)。そして、装飾部材５６の中には、ＬＥＤを備えた発光基板(図示せず)を備
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えたものがあり、統括制御装置４８の統括制御基板により発光制御されるようになってい
る。
【００２４】
　ボックス部５２は、図４および図５に示すように、ベース部５１の第１設置壁部５３の
後面に対し後方から所要の間隔で位置して該遊技盤１４の後面を構成する第２設置壁部(
固定部)６０と、該第２設置壁部６０の周縁から前方へ延出形成された第２外周壁部６１
等を備えている。そしてボックス部５２は、第２外周壁部６１の前端がベース部５１の第
１設置壁部５３の後面に当接した状態で該ベース部５１に固定される。第２設置壁部６０
は、前後に貫通する表示開口６２が中央に形成されており、表示開口６２の左方に位置す
る左板部６３、表示開口６２の右方に位置する右板部６４、表示開口６２の上方に位置す
る上板部６５および下方に位置する下板部６６から構成されている。第２設置壁部６０の
上板部６５の前側には第１可動演出装置１００を設置する設置部が設けられ、左板部６３
および右板部６４の前側には、第２～第４可動演出装置２４０,２４１,２４２を設置する
設置部が設けられている。また、第２設置壁部６０の後側には、表示部４６を表示開口６
２に臨ませた状態で図柄表示装置４５が着脱可能に取り付けられると共に、中継基板を取
り付けるための複数の基板装着部が設けられている。
【００２５】
　ベース部５１とボックス部５２とを組み付けた設置部材５０は、図５に示すように、ベ
ース部５１の第１設置壁部５３から後方へ離間してボックス部５２の第２設置壁部６０が
位置しており、かつ第１設置壁部５３に設けられた開口５５がボックス部５２の前側開口
より小さい形状で開口していることで、第１設置壁部５３と第２設置壁部６０との間に空
間Ｓ１が画成されている。この空間Ｓ１には、第１～第４可動演出装置１００,２４０,２
４１,２４２が収容されている。第１～第４可動演出装置１００,２４０,２４１,２４２は
、夫々の可動体の第１位置においては、ベース部５１に配設された装飾部材５６の後方に
位置して開口５５から殆ど視認されなくなり(図３参照)、夫々の可動体が第２位置に移動
すると、ベース部５１の開口５５から視認可能となっている。
【００２６】
　設置部材５０は、ベース部５１を遊技盤１４の後面にネジ止めすることで該遊技盤１４
に固定される。そして、遊技盤１４が前述したように透明部材であるので、ベース部５１
に配設された装飾部材５６において枠状装飾ユニット３０の外側となる部分は、遊技領域
２５を介して視認されるようになる。また、図５に示すように、遊技盤１４を中枠１２の
遊技盤保持部１２ａに取り付けた状態では、ボックス部５２が球タンク２１の真下に位置
して第２外周壁部６１が該球タンク２１の底部に近接して位置すると共に、ベース部５１
の上部分が球タンク２１の前方に位置して該球タンク２１と前後方向で重なる関係となっ
ている。
【００２７】
(収容部)
　遊技盤１４に形成された前述の貫通口２４は、図３および図５に示すように、当該遊技
盤１４の外縁上部に近接する位置まで開口しており、開口縁上部から開口縁右部までの間
が外レール２６に沿って開口している。また、設置部材５０におけるベース部５１の第１
設置壁部５３に形成された開口５５は、開口縁の上部がボックス部５２の第２外周壁部６
１の上部前端と整合しており(図５参照)、該開口５５は開口領域が上方へ拡大されている
。開口５５の開口縁上部は、左右方向へ直線状に延在すると共に該直線状部分の左縁およ
び右縁が下方へ延在するよう形成されている(図４参照)。これにより、第１設置壁部５３
の上壁部５３ａの前面に配設された装飾部材５６と、遊技盤１４の貫通口２４の前側に配
設された枠状装飾ユニット３０を構成する装飾部材の１つである上部装飾部材３２ａとは
、前後に所要間隔で離間しており、該装飾部材５６の前面と上部装飾部材３２ａの後面と
の間に、下方へ開口する収容部Ｓ２が画成されている。ここで、収容部Ｓ２の左右方向の
幅は、第１可動演出装置１００における第１可動体(可動体)１０１の第１装飾体(前面装
飾部、装飾部材)１６２の左右方向の幅より大きく、かつ該収容部Ｓ２の前後方向の幅は
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、該第１装飾体１６２の前後方向の幅(厚み)より大きく設定されている。これにより、収
容部Ｓ２には、図５に示すように、第１可動演出装置１００の第１可動体(可動体)１０１
における第１装飾体１６２の上方突出部分１６２ａが下方から収容可能になっている。
【００２８】
　なお、図５に示すように、上部装飾部材３２ａの裏面において収容部Ｓ２に臨む部分は
、遊技盤１４の前面と一致する平坦状に形成されて貫通口２４内において後方へ突出して
いない。また、ベース部５１の第１設置壁部５３の上壁部５３ａは、収容部Ｓ２の上部分
に段差が形成されて、該上壁部５３ａにおける収容部Ｓ２の後側に臨む部分が、ボックス
部５２の第２外周壁部６１の上部前端に略一致している。更に、上壁部５３ａの前面に配
設された装飾部材５６は、該上壁部５３ａの段差形状に合わせて、収容部Ｓ２に臨む部分
が後方に湾曲している。これにより、収容部Ｓ２の前後方向の幅は、遊技盤１４の厚みと
、該遊技盤１４の裏面から装飾部材５６の前面までの間隔とを合わせた寸法となっている
。従って、収容部Ｓ２は、第１可動演出装置１００の第１可動体１０１における第１装飾
体１６２の上方突出部分１６２ａが収容可能な大きさとなっている。
【００２９】
(図柄表示装置)
　図柄表示装置４５は、各種図柄を表示可能な表示部４６をなす液晶パネルが収容ケース
に収容されたユニット部材であって、該収容ケースの後面には、該図柄表示装置４５の表
示部４６の表示制御を行う表示制御装置(図示せず)と、当該パチンコ機１０の遊技演出を
統括的に制御する統括制御基板が収容された統括制御装置４８が配設される(図５参照)。
図柄表示装置４５の表示部４６には、飾図を変動表示可能な図柄列が複数列(例えば３列)
設定されており、第１始動入賞口３７ａまたは第２始動入賞口３８ａへのパチンコ球の入
賞を契機として、各図柄列の飾図が変動開始されると共に背景画像等が表示され、選択さ
れた図柄変動演出(リーチ演出や外れ演出等)を行なった後に、予め決定された最終停止図
柄を、入賞ライン上に停止表示するようになっている。なお実施例では、図柄表示装置４
５として、表示部４６が液晶パネルである液晶表示装置が採用されるが、これに限られる
ものではなく、ドラム式の図柄表示装置やドットマトリックス式の図柄表示装置等の各種
図柄を停止および変動表示可能な従来公知の各種の表示装置も採用可能である。
【００３０】
(主制御装置について)
　実施例のパチンコ機１０の遊技を総合的に制御する主制御装置(図示せず)の主制御基板
は、設置部材５０における第２設置壁部６０の裏側下部(図柄表示装置４５の配設位置の
下側)に、基板ケースに収容されて配設されている。主制御基板は、制御動作を所定の手
順で実行することができるメイン制御ＣＰＵ、メイン制御ＣＰＵの制御プログラムを格納
するメイン制御ＲＯＭおよび必要なデータの書き込みおよび読み出しができるメイン制御
ＲＡＭを備えている。
【００３１】
　主制御基板は、大当り判定用乱数、大当り図柄用乱数、変動パターン振分用乱数、普図
当り判定用乱数等の各種乱数の値を所定の周期毎に更新し、更新後の値をメイン制御ＲＡ
Ｍの設定領域に記憶(設定)することで更新前の値を書き換えており、乱数更新処理(乱数
生成処理)を実行するようになっている。例えば、主制御基板では、第１始動入賞装置３
７または第２始動入賞装置３８の始動入賞検出センサから検出信号が入力されると、メイ
ン制御ＣＰＵがメイン制御ＲＯＭから大当り判定用乱数を取得し、この大当り判定用乱数
とメイン制御ＲＯＭに記憶されている大当り判定値とを比較し、大当りとするか否かの大
当り判定(大当り抽選)を行う。また主制御基板では、大当り判定の結果が肯定の場合には
、大当り演出のみが含まれる変動パターンテーブルから大当り演出用の変動パターンを決
定する。これに対して、大当り判定の結果が否定の場合には、はずれ演出のみが含まれる
変動パターンテーブルからはずれ演出用の変動パターンを決定する。大当り演出用および
はずれ演出用の変動パターンの決定は、大当り判定と同様に、メイン制御ＣＰＵがメイン
制御ＲＯＭから取得した乱数により行なう。なお、変動パターンテーブルから決定される
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大当り演出およびはずれ演出の変動パターンは、少なくとも図柄変動ゲームの変動時間お
よび演出内容を特定するものである。そして、パチンコ機１０では、主制御基板の大当り
判定の結果に応じて出力された統括制御基板の制御信号に基づいて、図柄表示装置４５に
所定の演出表示を行なわせると共に、主制御基板の制御により出力された球払出しに係る
制御信号に基づいて、図示しない球払出しユニットによって所定数の賞球が払い出される
。
【００３２】
(統括制御装置について)
　統括制御装置４８の統括制御基板には、統括制御ＣＰＵが備えられると共に、該統括制
御ＣＰＵには、統括制御ＲＯＭおよび統括制御ＲＡＭが接続されている。また、統括制御
ＣＰＵは、実行可否判定用乱数や動作演出パターン抽選用乱数等の各種乱数の値を所定の
周期毎に更新し、更新後の値を統括制御ＲＡＭの設定領域に記憶(設定)して更新前の値を
書き換えている。更に、統括制御ＲＯＭには、図柄表示装置４５の表示部４６における演
出内容を制御する表示制御基板、ランプ装置１９を制御するランプ制御基板を統括的に制
御するプログラムや、スピーカ２０を制御する音制御基板等を統括的に制御するプログラ
ムや、第１～第４可動演出装置１００,２４０,２４１,２４２を作動制御するプログラム
や、装飾部材３２,５６等に配設された発光基板を発光制御するプログラム等が記憶され
ている。
【００３３】
　前記統括制御ＣＰＵは、各種制御コマンドを入力すると、統括制御プログラムに基づき
各種制御を実行する。例えば、統括制御基板では、主制御基板のメイン制御ＣＰＵから変
動パターン指定コマンドが入力されると、統括制御ＣＰＵが統括制御ＲＯＭから実行可否
判定用乱数を取得し、この実行可否判定用乱数と統括制御ＲＯＭに記憶されている実行可
否判定値とを比較し、第１～第４可動演出装置１００,２４０,２４１,２４２の可動体演
出を実行するか否かの実行可否判定を行なう。そして、統括制御基板は、実行可否判定の
結果が肯定の場合において、第１～第４可動演出装置１００,２４０,２４１,２４２の何
れか１つまたは複数を動作させる。
【００３４】
(第１可動演出装置)
　次に、第１可動演出装置１００について説明する。実施例の第１可動演出装置１００は
、設置部材５０のボックス部５２における第２設置壁部６０に設置されるベース体１０４
と、ベース体１０４に重なる第１初期位置および該第１初期位置から離間した第１移動位
置の間を移動可能な第１可動体１０１と、第１可動体１０１に配設されて、該第１可動体
１０１に重なる第３初期位置および該第３初期位置から離間した第３移動位置の間を移動
可能な第２可動体(可動体)１０２,１０２とを備えている。また、第１可動演出装置１０
０は、第１可動体１０１に配設されて、該第１可動体１０１に重なる第４初期位置および
該第４初期位置から離間した第４移動位置の間を移動可能な第３可動体１０３,１０３を
備えている。そして、第１可動演出装置１００は、ベース体１０４に第２初期位置および
第２移動位置の間を移動可能に支持されて、第１可動体１０１を第１初期位置および第１
移動位置の間を移動可能に支持する移動体１０５を備えている。更に、第１可動演出装置
１００は、ベース体１０４に配設されて、第１可動体１０１を第１初期位置および第１移
動位置の間で移動させる第１作動機構１０６と、第１可動体１０１に配設されて、第２可
動体１０２,１０２を第３初期位置および第３移動位置の間で移動させる第２作動機構１
０７とを備えている。このような第１可動演出装置１００は、図４、図６および図７に示
すように、設置部材５０のボックス部５２における第２設置壁部６０の上板部６５の左端
から右端に至る横長に構成されている。
【００３５】
(ベース体)
　ベース体１０４は、図６～図１４、図２１および図２４に示すように、第１可動演出装
置１００を構成する各構成部材の重量を支え得る剛性を備えた板状部材であり、設置部材
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５０の第２設置壁部６０における上板部６５の前側に横向きかつ垂直に固定されるよう構
成されている。ベース体１０４は、長手方向において便宜上３つの配設部に分けられて、
その中間が第１配設部１０４ａとされると共に、該第１配設部１０４ａを挟んだ両側が第
２配設部１０４ｂ,１０４ｂとされている。第１配設部１０４ａには、移動体１０５を移
動可能に支持する第１支持手段１２０の構成部材および第１案内手段１２５の構成部材が
左右に所要距離離間して配設可能となっている。すなわち、第１配設部１０４ａにおいて
左右中央から右側に偏った位置に、第１支持手段１２０の構成部材である第１固定支持レ
ール１２１が固定されると共に、該第１配設部１０４ａにおいて左右中央から左側に偏っ
た位置に、第１案内手段１２５の構成部材である第１固定案内部材１２６が固定される。
【００３６】
　ベース体１０４における第１配設部１０４ａの左側の第２配設部１０４ｂには、図６、
図８、図２１および図２４に示すように、第１作動機構１０６を構成する左作動機構１０
６ａのモータ取付部材１４２が固定されると共に、連係部材１４１を支持する軸支持部材
１１５が固定される取付片１０４ｃが設けられている。また、ベース体１０４の前面右側
(第１配設部１０４ａの右側)の第２配設部１０４ｂには、該第１作動機構１０６を構成す
る右作動機構１０６ｂのモータ取付部材１４２が固定されると共に、連係部材１４１を支
持する軸支持部材１１５が固定される取付片１０４ｃが設けられている。夫々の取付片１
０４ｃ,１０４ｃは、ベース体１０４の前面より後方へ曲がって奥まった位置に形成され
ている。なお、実施例のベース体１０４は、プレス成形機により打抜き成形された金属製
のプレートが採用されており、複数のネジ挿通孔や開口が形成されると共に、長手方向に
おける撓み変形や捻れ変形に対する剛性向上を図る段差部が所要位置に形成されている。
【００３７】
(第１係合手段)
　ベース体１０４の第１配設部１０４ａの下方には、図７、図１１、図１６、図２１およ
び図２４に示すように、第２移動位置へ移動した移動体１０５が該第２移動位置より下方
(第２初期位置と反対方向)へ移動するのを規制する第１係合手段１１０を構成する第１固
定係合部材１１１が設けられている。第１固定係合部材１１１は、ベース体１０４の第１
配設部１０４ａの後側に配設される固定支持部材１１３に取り付けられている。固定支持
部材１１３は、ベース体１０４の後側に固定される固定部１１３ａと、該固定部１１３ａ
の下部に設けられ、第１固定係合部材１１１が配置される取付部１１３ｂとを備えている
。取付部１１３ｂに取り付けられた第１固定係合部材１１１は、ベース体１０４の下側か
ら該ベース体１０４の前面より前方へ延出した状態で配置される(図１６参照)。固定支持
部材１１３の固定部１１３ａは、ベース体１０４を挟んで第１スライドレール１２０の第
１固定支持レール１２１と前後方向で整合するようになっており(図１５参照)、該第１固
定支持レール１２１と固定部１１３ａとは、ベース体１０４に挿通した固定用ネジ(図示
せず)により該ベース体１０４に共締めされるよう構成されている。なお、第１固定係合
部材１１１は、ゴムまたはウレタン等の弾力性を有する弾性体であり、衝撃吸収性および
吸音性を有している。
【００３８】
(第１スライドレール)
　第１支持手段としての第１スライドレール１２０は、図１０および図１５に示すように
、ベース体１０４の第１配設部１０４ａに固定される第１固定支持レール１２１と、該第
１固定支持レール１２１にその長手方向へスライド移動可能に配設された第１スライド体
１２２と、第１固定支持レール１２１に対して第１スライド体１２２を挟んで対向して配
設され、該第１スライド体１２２にスライド移動可能に配設された第１移動支持レール(
移動支持部)１２３とから構成される。第１固定支持レール１２１は、長手方向(スライド
方向)が上下方向となる向きで、ベース体１０４の第１配設部１０４ａの前面に固定可能
となっている。また、第１移動支持レール１２３には、移動体１０５の後述する第１取付
部１０５ａ(図１５参照)に固定可能となっている。
【００３９】
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　第１スライドレール１２０の第１移動支持レール１２３は、第１固定支持レール１２１
と前後方向で整合した第１重なり位置(図６、図１７参照)と、該第１重なり位置から下方
へ移動して該第１固定支持レール１２１から下方へ延出した第１延出位置(図１０、図１
２、図１８参照)との間を移動可能に構成されている。そして、第１移動支持レール１２
３が第１重なり位置となることで移動体１０５が第２初期位置となり、第１移動支持レー
ル１２３が第１延出位置となることで移動体１０５が第２移動位置となるよう構成されて
いる。なお、実施例の第１スライドレール１２０は、第１固定支持レール１２１、第１ス
ライド体１２２および第１移動支持レール１２３が金属製である。これにより、移動体１
０５、第１可動体１０１、第２可動体１０２および第３可動体１０３等の重量を支持した
第１移動支持レール１２３が第１重なり位置および第１延出位置の間を移動する際に、該
第１移動支持レール１２３および第１固定支持レール１２１に撓み変形や捻れ変形が発現
し難く構成されている。また、第１スライドレール１２０は、第１移動支持レール１２３
が第１固定支持レール１２１に対してがたつくことなくスムーズなスライド移動が可能と
なっている。
【００４０】
(第１案内手段)
　第１案内手段１２５は、図１５および図１７に示すように、ベース体１０４に設けられ
た第１固定案内部材１２６と、移動体１０５に設けられ、該移動体１０５の移動に伴って
第１固定案内部材１２６に対して移動可能な第１移動案内部材１２７とを備えている。第
１固定案内部材１２６は、細長に構成されると共にその長手方向に沿って延在するガイド
溝１２６ａを備えている。第１固定案内部材１２６は、長手方向が上下方向となると共に
ガイド溝１２６ａが右方に開口した向きで、ベース体１０４の第１配設部１０４ａの前面
において第１スライドレール１２０から左方へ所要距離離間した位置にネジ等により固定
される。すなわち、第１固定案内部材１２６は、第１配設部１０４ａに配設される移動体
１０５の左縁より左方にずれた位置に固定されるようになっている。なお、移動体１０５
に対する第１移動案内部材１２７の配設態様については、移動体１０５の構成と合わせて
説明する。
【００４１】
(移動体)
　移動体１０５は、図１５、図１７、図１８、図２１および図２４に示すように、第１可
動体１０１および第２可動体１０２の重量を適切に支え得る剛性を備えた板状部材であり
、ベース体１０４の前側と第１可動体１０１の後側との間に縦向きで配設可能に構成され
ている。移動体１０５は、正面視において左右幅および上下幅が略同じであり、上縁の左
右中央には上方へ開口した凹部が形成されると共に下縁の左右中央には下方へ開口した凹
部が形成されており、左右方向において右側から第１取付部１０５ａ、第３取付部１０５
ｃおよび第２取付部１０５ｂの３つに便宜上区分されている。移動体１０５の第１取付部
１０５ａのベース体１０４側(後側)には、前述した第１スライドレール１２０の第１移動
支持レール１２３が固定されると共に、該第１取付部１０５ａの右縁部には、後述する第
２案内手段１３５の構成部材である第２固定案内部材１３６が配設されている。また、移
動体１０５の第２取付部１０５ｂの第１可動体１０１側(前側)には、後述する第２支持手
段としての第２スライドレール１３０の構成部材である第２固定支持レール(固定支持部)
１３１が固定されると共に、該第２取付部１０５ｂの左縁部には、前述した第１案内手段
１２５の第１移動案内部材１２７が配設されている。更に、移動体１０５の第３取付部１
０５ｃには、前述した第１係合手段１１０の構成部材である第１移動係合部材１１２が配
設されている。
【００４２】
　そして移動体１０５は、第１可動演出装置１００の前後方向(ベース体１０４と第１初
期位置の第１可動体１０１とが重なる方向(以降「重なり方向」という場合がある)におい
て段差状に形成されている(図１５参照)。すなわち移動体１０５は、第１取付部１０５ａ
と第３取付部１０５ｃとの境界部分に重なり方向で段差が付されており、第１取付部１０
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５ａが第２取付部１０５ｂおよび第３取付部１０５ｃよりも第１可動体１０１側に位置し
ている。また、第２取付部１０５ｂおよび第３取付部１０５ｃは平坦に連なって設けられ
ており、第１取付部１０５ａよりもベース体１０４側に位置している。
【００４３】
　移動体１０５に設けた第１取付部１０５ａは、図２１および図２４に示すように、上下
方向に細長く延在しており、第１スライドレール１２０の第１移動支持レール１２３が、
長手方向(スライド方向)が上下方向となる向きで固定される。なお、第１移動支持レール
１２３は、図示しないネジ等により第１取付部１０５ａに固定される。
【００４４】
　図１４、図１５、図１７、図１８、図２１および図２４に示すように、移動体１０５に
おける第２取付部１０５ｂの左縁部に固定される第１移動案内部材１２７は、第２取付部
１０５ｂの左縁部から左方へ延出すると共に上下方向に延在する細長い部材であり、上下
方向に延在する取付片１２７ａと、該取付片１２７ａに沿って延在するガイド片１２７ｂ
とを備えている。ガイド片１２７ｂは、取付片１２７ａより移動体１０５の後方にずれて
形成されており、取付片１２７ａを第２取付部１０５ｂの前面左縁部に固定することで、
移動体１０５の左縁から左方へ延出すると共に上下方向に延在するようになっている(図
１５参照)。そしてガイド片１２７ｂは、第１スライドレール１２０の第１移動支持レー
ル１２３を移動体１０５の第２取付部１０５ｂに固定した状態において、第１固定案内部
材１２６のガイド溝１２６ａに左方から差し込まれる共に、移動体１０５の移動に伴って
ガイド溝１２６ａに沿って摺動するよう構成されている。なお、ガイド片１２７ｂがガイ
ド溝１２６ａに沿って摺動するため、第１固定案内部材１２６および第１移動案内部材１
２７は、例えば自己潤滑性を有する合成樹脂(ポリアセタール等)から形成されている。
【００４５】
　移動体１０５は、ベース体１０４の第１配設部１０４ａに第１固定支持レール１２１が
固定された第１スライドレール１２０の第１移動支持レール１２３に固定支持されると共
に、第１移動案内部材１２７のガイド片１２７ｂが第１固定案内部材１２６のガイド溝１
２６ａに摺動可能に嵌合することで、ベース体１０４の前側に配設される。すなわち、移
動体１０５の右部分が第１スライドレール１２０でベース体１０４に支持されると共に、
移動体１０５の左部分が第１案内手段１２５(第１固定案内部材１２６および第１移動案
内部材１２７)でベース体１０４に支持され、該移動体１０５が移動方向と直交する左右
方向に離間した位置でベース体１０４に支持された構造となっている。これにより移動体
１０５は、ベース体１０４に近接・離間する前後方向への変位および傾きや、左右方向へ
の変位および傾きが適切に規制された状態で、第２初期位置および第２移動位置の間を安
定して移動可能に配設されている。
【００４６】
(第２スライドレール)
　第２支持手段としての第２スライドレール１３０は、図１１、図１２、図１５、図１６
、図２１および図２４に示すように、第１支持手段１２０と基本構成が同じものである。
すなわち、第２スライドレール１３０は、移動体１０５の第２取付部１０５ｂに固定され
る第２固定支持レール１３１と、該第２固定支持レール１３１にその長手方向へスライド
移動可能に配設された第２スライド体１３２と、第２固定支持レール１３１に対して第２
スライド体１３２を挟んで対向して配設され、該第２スライド体１３２にスライド移動可
能に配設された第２移動支持レール１３３とから構成される。第２固定支持レール１３１
は、長手方向(スライド方向)が上下方向となる向きで、移動体１０５の第３取付部１０５
ｃの前面に固定可能となっている。また、第２移動支持レール１３３は、第１可動体１０
１の後述するレール取付部１７１(図１５、図２５参照)に固定可能となっている。
【００４７】
　第２スライドレール１３０の第２移動支持レール１３３は、第２固定支持レール１３１
と前後方向で整合した第２重なり位置(図１６参照)と、該第２重なり位置から下方へ移動
して該第２固定支持レール１３１から下方へ延出した第２延出位置(図１０～図１２参照)
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との間を移動可能に構成されている。そして、前述した第１移動支持レール１２３が第１
重なり位置となる(移動体１０５が第２初期位置となる)と共に第２移動支持レール１３３
が第２重なり位置となることで、第１可動体１０１が第１初期位置となり(図６、図７、
図１６参照)、第１移動支持レール１２３が第１延出位置となる(移動体１０５が第２移動
位置となる)と共に第２移動支持レール１３３が第２延出位置となることで、第１可動体
１０１が第１移動位置となる(図１０～図１２参照)よう構成されている。なお、実施例の
第２スライドレール１３０は、第２固定支持レール１３１、第２スライド体１３２および
第２移動支持レール１３３が金属製であり、第１可動体１０１および第２可動体１０２等
の重量を支持した第２移動支持レール１３３が第２重なり位置および第２延出位置の間を
移動する際に、該第２移動支持レール１３３および第２固定支持レール１３１に撓み変形
や捻れ変形が発現し難く構成されている。また、第２スライドレール１３０は、第２移動
支持レール１３３が第２固定支持レール１３１に対してがたつくことなくスムーズなスラ
イド移動が可能となっている。
【００４８】
(第２係合手段)
　また、第２スライドレール１３０には、図６、図１０および図１６に示すように、第２
固定支持レール１３１の上端部にストッパ１３４が設けられている。このストッパ１３４
は、第２スライドレール１３０が第２重なり位置となった場合に、第２スライド体１３２
が下方から当接する位置に設けられている。そして、第２スライド体１３２がストッパ１
３４に当接することで、第２移動支持レール１３３が第２重なり位置よりも第２延出位置
と反対方向(実施例では上方)へ移動することを規制するようになっている。また、第２ス
ライド体１３２とストッパ１３４とは、移動体１０５が第２移動位置に移動して第１係合
手段１１０の第１固定係合部材１１１と第１移動係合部材１１２とが係合した場合に、互
いの係合が解除されて第１可動体１０１だけが第１移動位置に向けて移動するのを許容す
る。すなわち、第２スライド体１３２とストッパ１３４とは、移動体１０５と第１可動体
１０１とが重なり方向で重なり、第１係合手段１１０の第１固定係合部材１１１と第１移
動係合部材１１２とが係合していない場合に係合する第２係合手段(係合手段)１１７を構
成している。
【００４９】
(第２案内手段)
　第２案内手段１３５は、図１１、図１２、図１４、図１７、図１８、図２１および図２
４に示すように、移動体１０５に設けられた第２固定案内部材１３６と、第１可動体１０
１に設けられ、該第１可動体１０１の移動に伴って第２固定案内部材１３６に対して移動
可能な第２移動案内部材１３７とを備えている。第１固定案内部材１２６は、移動体１０
５における第１取付部１０５ａに設けられた取付凹部１０５ｄに固定される。第２固定案
内部材１３６は、第１取付部１０５ａの右縁部から右方へ延出すると共に上下方向に延在
する部材であり、上下方向に延在すると共に取付凹部１０５ｄに嵌合する嵌合部１３６ａ
と、該嵌合部１３６ａの右縁から右方へ延出すると共に上下方向に延在するガイド片１３
６ｂとを備えている。ガイド片１３６ｂは、嵌合部１３６ａの右端から右方へ延出するよ
うに形成されており、嵌合部１３６ａを移動体１０５の取付凹部１０５ｄに嵌合して第１
取付部１０５ａに固定することで、移動体１０５の右縁から右方へ延出すると共に上下方
向に延在する。そしてガイド片１３６ｂは、第１スライドレール１２０の第１移動支持レ
ール１２３を移動体１０５の第３取付部１０５ｃに固定した状態において、第２固定案内
部材１３６のガイド片１３６ｂにより画成されたガイド溝１７４に左方から差し込まれる
共に、第１可動体１０１の移動に伴ってガイド溝に沿って相対的に摺動するよう構成され
ている(図１５参照)。なお、ガイド片１３６ｂがガイド溝に沿って摺動するため、第２固
定案内部材１３６および第２移動案内部材１３７は、例えば自己潤滑性を有する合成樹脂
(ポリアセタール等)から形成されている。
【００５０】
　移動体１０５における第３取付部１０５ｃに配設される第１移動係合部材１１２は、図
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１０、図１６、図２１および図２４に示すように、移動体１０５が第２移動位置まで移動
すると、ベース体１０４に配設された前述の第１固定係合部材１１１に上方から係合して
、該移動体１０５が第２移動位置より下方へ移動するのを規制するものである。第１移動
係合部材１１２は、移動体１０５の第３取付部１０５ｃの前側上部に固定した状態におい
て、該移動体１０５の上縁から後方へ延出するようになる(図１６)。そして、第１移動係
合部材１１２が第１固定係合部材１１１に上方から係合することで、移動体１０５が第２
移動位置に保持されるようになっている。なお、第１移動係合部材１１２は、移動体１０
５を下方から押すと第１固定係合部材１１１から上方へ離間可能となっており、該移動体
１０５の第２移動位置から第２初期位置への移動は規制しない。
【００５１】
(第１作動機構)
　第１作動機構１０６は、図６、図１０、図１７および図１８に示すように、ベース体１
０４における前面左側に設けられた第２配設部１０４ｂに配設される左作動機構１０６ａ
と、ベース体１０４における前面右側に設けられた第２配設部１０４ｂに配設される右作
動機構１０６ｂとを備えている。左作動機構１０６ａおよび右作動機構１０６ｂは、モー
タ取付部材１４２の形状に違いがあるものの、各々の構成部材が左右対称の関係となって
いて基本的な構成は同じであるから、ここでは、左作動機構１０６ａについて説明し、右
作動機構１０６ｂについては、同一部位、部材に同じ符号を付して指示する。
【００５２】
　左作動機構１０６ａおよび右作動機構１０６ｂは、図６、図１０、図１７、図１８、図
２１および図２４に示すように、駆動制御される駆動手段としての第１駆動モータ１４０
と、ベース体１０４の取付片１０５ｃに取り付けた前述した軸支持部材１１５に回転自在
に支持され、第１駆動モータ１４０に連係されると共に第１可動体１０１に連係される連
係部材１４１とを備えている。すなわち、左作動機構１０６ａおよび右作動機構１０６ｂ
は、統括制御装置４８の統括制御基板により各々の第１駆動モータ１４０,１４０を同期
的に駆動制御することにより、夫々の連係部材１４１,１４１を軸支持部材１１５,１１５
を中心として回転させることで、第１可動体１０１を第１初期位置および第１移動位置の
間で往復移動させるように構成されている。
【００５３】
(モータ取付部材)
　第１駆動モータ１４０をベース体１０４に取り付けるためのモータ取付部材１４２は、
図６、図８、図２１および図２４に示すように、該第１駆動モータ１４０を固定するモー
タ固定部１４２ａと、該モータ固定部１４２ａの外縁から後方へ延出する縦壁部１４２ｂ
とを備えている。縦壁部１４２ｂの後端には、ベース体１０４の後側から該ベース体１０
４に挿通した固定用ネジが締結されるネジ締結孔が形成されており、該固定用ネジにより
ブラケット固定部１１３ａをベース体１０４に固定することで、該ベース体１０４の前面
とモータ固定部１４２ａの後面との間に隙間１４３が画成されるようになっている。モー
タ固定部１４２ａには、第１駆動モータ１４０の駆動軸１４０ａが挿通可能な軸挿通孔１
４２ｃが開設されており、第１駆動モータ１４０は、駆動軸１４０ａを該軸挿通孔１４２
ｃに挿通した状態で、該モータ固定部１４２ａの前面に後向きに固定される。また、図１
７、図１８および図２４に示すように、モータ取付部材１４２におけるモータ固定部１４
２ａのベース体１０４側(後側)に、連係ロッド１４５を回転自在に支持する支持ピン１４
４が、ベース体１０４側へ延出した状態に形成されている。
【００５４】
　更に、図６、図２１および図２４に示すように、左作動機構１０６ａのモータ取付部材
１４２および右作動機構１０６ｂのモータ取付部材１４２の夫々には、中継基板２４３,
２４４を固定する基板設置部１４６が設けられている。ここで、左作動機構１０６ａのモ
ータ取付部材１４２の基板設置部１４６は、モータ固定部１４２ａから前方へ延出した複
数のボスからなり、第１駆動モータ１４０の外周面に沿う湾曲状をなす中継基板２４３が
略垂直に設置されるようになっている。また、右作動機構１０６ｂのモータ取付部材１４
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２の基板設置部１４６は、モータ取付部材１４２と別体に構成されて該モータ取付部材１
４２に固定される成形部材であり、矩形状をなす中継基板２４４が略水平に設置されるよ
うになっている。
【００５５】
(第１駆動モータ)
　第１駆動モータ１４０は、図６、図２１および図２４に示すように、ベース体１０４の
前側に固定されるモータ取付部材１４２を介して該ベース体１０４に固定される。第１駆
動モータ１４０は、例えば正逆回転が可能な電気モータで、減速用のギアボックスを備え
ており、前述した統括制御装置４８の統括制御基板により駆動制御される。ギアボックス
の外周部には、モータ取付部材１４２の前壁に固定するネジが挿通されるネジ挿通孔を備
えたブラケットが設けられており、該ネジ挿通孔に挿通したネジをモータ取付部材１４２
に締結することで当該第１駆動モータ１４０が固定される。そして、駆動軸１４０ａの先
端には第１駆動ギア１４７が固定されており、該第１駆動ギア１４７は隙間１４３に収容
されている。なお、第１駆動モータ１４０は、図示省略した配線により前述した中継基板
２４３と電気的に接続されている。
【００５６】
(連係部材)
　連係部材１４１は、図１７、図１８、図２１および図２４に示すように、軸支持部材１
１５の軸部１１５ａに回転可能に支持される本体部１５０と、本体部１５０の周囲に形成
された第１従動ギア１５１と、本体部１５０から径方向へ延出したアーム部１５２とを備
えている。本体部１５０は、軸支軸部材１１５の軸部１１５ａが挿通される軸支孔１５０
ａが形成されており、該軸支孔１５０ａに挿通された軸支持部材１１５の軸部１１５ａを
中心とした往復回転が可能となっている。本体部１５０は、円形状の前壁１５０ｂと、該
前壁１５０ｂの外縁から後方へ延出した外周壁１５０ｃとを備えており、前壁１５０ｂの
中心に軸支孔１５０ａが形成されている。
【００５７】
　第１従動ギア１５１は、図１７および図１８に示すように、本体部１５０の外周壁１５
０ｃから径方向外方へ延出した扇状に形成され、その円弧先端に複数の歯部が形成されて
いる。この第１従動ギア１５１は、連係部材１４１を軸支持部材１１５の軸部１１５ａに
取り付けた状態において、モータ取付部材１４２により画成された隙間１４３内に位置し
て、前述した第１駆動ギア１４７に噛合するよう構成されている。
【００５８】
　アーム部１５２は、図１７および図１８に示すように、本体部１５０の外周壁１５０ｃ
から所要長さに延出すると共に、先端部の前側に、第１可動体１０１の第１支持部１６７
に形成された第１係合溝１７６に係合するローラ状のスリーブ１５３が回転自在に配設さ
れている。また、アーム部１５２の基部には、検知片１５４が形成されており、該検知片
１５４は、ベース体１０４の前面に配設された原位置検知センサ１５５により検知可能と
なっている。
【００５９】
　第１作動機構１０６は、図１７に示すように、前方から見た左作動機構１０６ａの連係
部材１４１を、アーム部１５２が右上がりの傾斜姿勢とすると共に、前方から見た右作動
機構１０６ｂの連係部材１４１を、アーム部１５２が左上がりの傾斜姿勢とすると、第１
可動体１０１を第１初期位置に移動させ得る。このとき、左作動機構１０６ａの連係部材
１４１に設けられた検知片１５４は、左の第２配設部１０４ｂに配設された原位置検知セ
ンサ１５５で検知される共に、右作動機構１０６ｂの連係部材１４１に設けられた検知片
１５４は、右の第２配設部１０４ｂに配設された原位置検知センサ１５５で検知されるよ
うになっている。
【００６０】
　一方、第１作動機構１０６は、図１７に示す状態から夫々の第１駆動モータ１４０,１
４０を同期的に回転制御して、左作動機構１０６ａの連係部材１４１を前方から見て時計
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方向に回転させると共に、右作動機構１０６ｂの連係部材１４１を前方から見て反時計方
向に回転させることで、第１可動体１０１を第１初期位置から第１移動位置に向けて移動
させ得る。そして、図１８に示すように、前方から見た左作動機構１０６ａの連係部材１
４１を、アーム部１５２が右下がりの傾斜姿勢(図１８では左下がりの傾斜姿勢)とすると
共に、前方から見た右作動機構１０６ｂの連係部材１４１を、アーム部１５２が左上がり
の傾斜姿勢(図１８では右下がりの傾斜姿勢)とすることで、第１可動体１０１を第１移動
位置とすることが可能に構成されている。
【００６１】
(付勢手段)
　第１作動機構１０６における左作動機構１０６ａおよび右作動機構１０６ｂには、図１
７、図１８、図２１および図２４に示すように、夫々の連係部材１４１,１４１を図１８
の状態から図１７の状態となるよう付勢する付勢手段としての捻りバネ１５６,１５６が
配設されている。夫々の捻りバネ１５６,１５６は、環状に成形された環状部が軸支持部
材１１５の軸部１１５ａに装着され、環状部から延出した一方の脚部がベース体１０４に
掛止されると共に、環状部から延出した他方の脚部が連係部材１４１のアーム部１５２に
掛止されている。そして、第１作動機構１０６の作動により第１可動体１０１が第１初期
位置から第１移動位置へ移動する際に、夫々の捻りバネ１５６,１５６の弾性変形が増加
することで付勢力が発現し、第１可動体１０１が第１移動位置から第１移動位置に向けて
付勢されるようになる。これにより、第１可動体１０１を第１移動位置から第１初期位置
に向けて移動させる際に第１駆動モータ１４０,１４０に加わる負荷が軽減されるよう構
成されている。
【００６２】
(カバー部材)
　第１作動機構１０６の左作動機構１０６ａおよび右作動機構１０６ｂには、図６～図８
に示すように、夫々の連係部材１４１の前側に、該連係部材１４１のアーム部１５２およ
び第１可動体１０１の第１支持部１６７および第２支持部１６８を覆蓋可能なカバー部材
１５７を備えている。カバー部材１５７は、モータ取付部材１４２側に第１連結部１５８
が設けられると共に、第１可動体１０１側に第２連結部１５９が設けられている。第１連
結部１５８は、モータ取付部材１４２に支持ピン１４４を中心として回転可能に配設され
た連係ロッド１４５の他端に回転可能に連結されると共に、第２連結部１５９は、第１可
動体１０１側に設けられた支軸ピン１７５に回転可能に連結されている。そして、カバー
部材１５７は、所要の意匠形状に形成されていると共に、前面が塗装またはメッキ処理さ
れている。
【００６３】
(第１可動体)
　第１可動体１０１は、図１２～図１６、図２２および図２５に示すように、第１ベース
支持体(ベース部材)１６１と、該第１ベース支持体１６１の前方に配設された第１装飾体
１６２とを備えている。第１ベース支持体１６１は、前述した第２スライドレール１３０
の第２移動支持レール１３３および第２案内手段１３５を介して移動体１０５に支持され
ると共に、第１作動機構１０６の左作動機構１０６ａおよび右作動機構１０６ｂにより左
右両側から支持されている。また、第１ベース支持体１６１は、左右に並んだ一対の第２
可動体１０２,１０２を夫々の第３初期位置および第３移動位置の間で移動可能に支持す
ると共に、各第２可動体１０２,１０２を第３初期位置および第３移動位置の間で移動さ
せる第２作動機構１０７が配設されている。一方、第１装飾体１６２は、第１ベース支持
体１６１から前方へ所要距離に離間して該第１ベース支持体１６１に取り付けられ、該第
１装飾体１６２と第１ベース支持体１６１との間に、左右へ開口した隙間１６３が画成さ
れている。また、第１装飾体１６２の後側には、左右に並んだ一対の第３可動体１０３,
１０３が、夫々の第４初期位置および第４移動位置の間で移動可能に支持されている。
【００６４】
(第１ベース支持体)
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　第１ベース支持体１６１は、図２２および図２５に示すように、ベース支持部材１６４
と、該ベース支持部材１６４の前側に配設される取付基材１６５とを備えている。ベース
支持部材１６４は、取付基材１６５が取り付けられるベース部１６６と、ベース部１６６
の左縁上部から左方へ延出する第１支持部１６７と、ベース部１６６の右縁上部から右方
へ延出する第２支持部１６８とを備えている。ベース支持部材１６４の後面には、ベース
部１６６から第１支持部１６７および第２支持部１６８の外縁に沿って延在すると共に後
方へ延出する枠部１６９が形成されており、該ベース支持部材１６４は曲げ変形や捻れ変
形が発現し難い構成となっている。ベース部１６６は、略正方形状をなす平板状をなして
おり、該ベース部１６６の略中央には、第２作動機構１０７における第２駆動手段(駆動
手段)としての第２駆動モータ２１５が挿通可能なモータ挿通口１７０が開設されている
。
【００６５】
　図１５および図２５に示すように、ベース部１６６の後側においてモータ挿通口１７０
の左側にレール取付部１７１が設けられており、第２スライドレール１３０の第２移動支
持レール１３３を上下方向が長手となる向きで該レール取付部１７１に固定可能となって
いる。レール取付部１７１は、第２移動支持レール１３３を固定するネジが締結可能なネ
ジ締結孔が形成されたリブである。また、ベース部１６６の右縁に部材取付部１７２が設
けられており、第２案内手段１３５の第２移動案内部材１３７が、長手が上下方向となる
向きで該部材取付部１７２に固定可能となっている。更に、図１５および図２５に示すよ
うに、ベース部１６６の右縁近傍に、該ベース部１６６の後面から後方へ延出したガイド
リブ１７３が上下に延在して設けられており、該ガイドリブ１７３の後端と第２移動案内
部材１３７との間に、左方へ開口すると共に上下に延在するガイド溝１７４が画成されて
いる。このガイド溝１７４には、第２固定案内部材１３６のガイド片１３６ｂが左方が嵌
合すると共に、上下方向へ摺動可能となっている(図１５、図１７、図１８参照)。
【００６６】
(第１支持部および第２支持部)
　第１支持部１６７は、図１７、図１８、図２２および図２５に示すように、ベース部１
６６から左方へ略水平に延出すると共に、左端の近傍部分が左斜め上方に傾斜している。
そして、第１支持部１６７には、前後に開口する第１係合溝１７６が設けられており、第
１作動機構１０６の左作動機構１０６ａにおける連係部材１４１のアーム部１５２が連結
されている。すなわち第１係合溝１７６には、左作動機構１０６ａにおけるアーム部１５
２の先端に配設された前述のスリーブ１５３(図２１、図２４参照)が回転しながら移動可
能に係合している。第１係合溝１７６の左右長さは、左作動機構１０６ａの連係部材１４
１が図１７に示す姿勢および図１８に示す姿勢の間を回転するに伴い、円弧状に移動する
スリーブ１５３の移動軌跡における左右方向成分の移動量以上に形成されている。なお、
第１係合溝１７６は、左右方向に略水平に延在する第１係合溝部１７６ａと、該第１係合
溝部１７６ａの左側から左斜め上方へ延在する第２係合溝部１７６ｂとで構成されている
。
【００６７】
　第２支持部１６８は、図１７、図１８、図２２および図２５に示すように、ベース部１
６６から右方へ略水平に延出すると共に、左端の近傍部分が右斜め上方に傾斜している。
そして、第２支持部１６８には、前後に開口する第２係合溝１７７が設けられており、第
１作動機構１０６の右作動機構１０６ｂにおける連係部材１４１のアーム部１５２が連結
されている。すなわち第２係合溝１７７には、右作動機構１０６ｂにおけるアーム部１５
２の先端に配設された前述のスリーブ１５３(図２１、図２４参照)が回転しながら移動可
能に係合している。第２係合溝１７７の左右長さは、右作動機構１０６ｂの連係部材１４
１が図１７に示す姿勢および図１８に示す姿勢の間を回転するに伴い、円弧状に移動する
スリーブ１５３の移動軌跡における左右方向成分の移動量以上に形成されている。なお、
第２係合溝１７７は、左右方向に略水平に延在する第１係合溝部１７７ａと、該第１係合
溝部１７７ａの右側から右斜め上方へ延在する第２係合溝部１７７ｂとで構成されている
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。
【００６８】
　第１支持部１６７および第２支持部１６８のベース部１６６側の下部には、前方へ延出
する支軸ピン１７５,１７５が設けられている。第１支持部１６７に設けられた支軸ピン
１７５には、左作動機構１０６ａに配設されたカバー部材１５７に設けられた第２連結部
１５９が係合し、当該カバー部材１５７が支軸ピン１７５を介して第１ベース支持体１６
１に回転可能に連結されている(図１７、図１８参照)。また、第２支持部１６８に設けら
れた支軸ピン１７５には、右作動機構１０６ｂに配設されたカバー部材１５７に設けられ
た第２連結部１５９が係合し、当該カバー部材１５７が支軸ピン１７５を介して第１ベー
ス支持体１６１に回転可能に連結されている(図１７、図１８参照)。
【００６９】
(取付基材)
　取付基材１６５は、図２２および図２５に示すように、ベース支持部材１６４のベース
部１６６と当接可能な板状部材である。取付基材１６５の略中央には、第２作動機構１０
７を構成する駆動手段としての第２駆動モータ２１５を固定するモータ固定部１７８が設
けられている。モータ固定部１７８には、第２駆動モータ２１５の駆動軸２１５ａが後方
から挿通可能な軸挿通孔１７８ａと、該第２駆動モータ２１５をモータ固定部１７８に固
定するネジが挿入される複数のネジ挿通孔１７８ｂが形成されている。なお、モータ固定
部１７８は、取付基板１６５の一般部前面より前方へ突出しており、第２駆動モータ２１
５の前面が当接するモータ固定部１７８の後面は、当該取付基板１６５の一般部前面より
前方に位置している(図１５参照)。これにより、第２駆動モータ２１５は、第１ベース支
持体１６１の後面から後方への突出が抑えられた状態で、モータ固定部１７８に後方から
前向きに固定可能となっている。
【００７０】
(軸支持部材)
　取付基板１６５におけるモータ固定部１７８の前側には、図１５、図１６、図２２およ
び図２５に示すように、該モータ固定部１７８に固定した第２駆動モータ２１５の駆動軸
２１５ａの先端を支持する軸支持部材１７９が配設されている。軸支持部材１７９は、薄
い板状をなして、駆動軸２１５ａを支持する軸受１７９ａが配設されると共に、取付基板
１６５に固定する固定用ネジが挿通するネジ挿通孔１８０が、左右に離間して複数(実施
例では２つ)形成されている。また、モータ固定部１７８の前側には、前方に延出すると
共に前端にネジ締結孔が形成された支持ボス１８１が、左右に離間して複数(実施例では
２つ)形成されている(図２２参照)。各支持ボス１８１,１８１は、前述した軸挿通孔１７
８ａを挟んで左右に位置し、軸支持部材１７９に設けられたネジ挿通孔１８０,１８０に
夫々整合するようになっている。従って、軸支持部材１７９は、支持ボス１８１.１８１
の前端にネジにより固定され、モータ固定部１７８の前面との間に隙間１８２を画成する
と共に、軸受１７９ａが軸挿通孔１７８ａと前後に整列するようになっている。ここで、
モータ固定部１７８と軸支持部材１７９との間に画成された隙間１８２には、第２駆動モ
ータ２１５の駆動軸２１５ａに固定された第２駆動ギア(駆動ギア)２１６が収容されるよ
うになっている(図１５、図１６参照)。
【００７１】
　図１６および図２２に示すように、取付基板１６５の前面において、モータ固定部１７
８を挟んだ両側に、後述する第３スライドレール(ガイド部材、第１ガイド部材)１９５を
固定する第４取付部１８３および第４スライドレール(ガイド部材、第２ガイド部材)２０
０を固定する第５取付部１８４が設けられている。すなわち、モータ固定部１７８の上方
に第４取付部１８３が設けられると共に、該モータ固定部１７８の下方に第５取付部１８
４が設けられている。第４取付部１８３は、左右方向へ細長に延在すると共に略平坦面に
形成され、第３スライドレール１９５における第３固定支持レール１９６の固定用ネジが
挿通可能なネジ挿通孔１８３ａが、複数(実施例では２つ)形成されている。第５取付部１
８４は、左右方向へ細長に延在すると共に略平坦面に形成され、第４スライドレール２０
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０における第４固定支持レール２０１の固定用ネジが挿通可能なネジ挿通孔１８４ａが、
複数(実施例では２つ)形成されている。第４取付部１８３と第５取付部１８４は、モータ
固定部１７８を挟んで左右方向に平行に延在すると共に左右方向へずれて位置している。
すなわち、第４取付部１８３はモータ固定部１７８に対して右方向にずれて位置し、第５
取付部１８４はモータ固定部１７８に対して左方向にずれて位置している。
【００７２】
(第１装飾体)
　第１可動体１０１の第１装飾体１６２は、図１５、図１６、図２３および図２６に示す
ように、第１装飾ベース部材１８８と、該第１装飾ベース部材１８８の前側に配設される
第１装飾部材１８９と、第１装飾ベース部材１８８と第１装飾部材１８９との間に画成さ
れた空間内に配設される第１発光基板１９０とを備えている。
【００７３】
　第１装飾ベース部材１８８は、図１５、図１６、図２３および図２６に示すように、所
要の輪郭形状に形成されると共に、前方へ延出する外枠１８８ａが外縁に沿って形成され
ている。第１装飾ベース部材１８８の後側には、後方へ所要長さで延出する取付ボス１９
１が複数(実施例では３つ)形成されており、夫々の取付ボス１９１,１９１,１９１の後端
を前述した取付基板１６５に設けられた夫々の取付孔部１８５に嵌合させて固定すること
で、当該第１装飾ベース部材１８８が該取付基板１６５の前方に固定されるようになって
いる。これにより、第１ベース支持体１６１の前側と第１装飾ベース部材１８８の後側と
の間に、前述した左右に開口する隙間１６３が画成されるようになっている。また、上側
に位置する取付ボス１９１,１９１の上部には、図６および図８に示すように、中継連結
基板２３５が、略水平の姿勢で配設され得るようになっている。
【００７４】
　第１装飾ベース部材１８８には、図１６、図２３および図２６に示すように、一対の第
３可動体１０３,１０３をスライド移動可能に案内するガイド部１９２,１９２,１９２,１
９２が、複数(実施例では４つ)形成されている。夫々のガイド部１９２,１９２,１９２,
１９２は、第１装飾ベース部材１８８を前後に貫通するスリット状をなす開口であり、左
右方向へ直線かつ平行に延在していると共に、上下方向に並んで設けられている。ここで
、上から１つ目の第１ガイド部１９２および三つ目の第３ガイド部１９２には、右の第３
可動体１０３に配設された後述のスライド部材２３０,２３０がスライド移動可能に係合
される。また、上から２つ目の第２ガイド部１９２および４つ目の第４ガイド部１９２に
は、左の第３可動体１０３に配設された後述のスライド部材２３０,２３０がスライド移
動可能に係合している。第１および第３ガイド部１９２,１９２にスライド部材２３０,２
３０が夫々係合することで、右の第３可動体１０３が収容位置および延出位置の間を移動
可能となっていると共に、第２および第４ガイド部１９２,１９２にスライド部材２３０,
２３０が夫々係合することで、左の第３可動体１０３が収容位置および延出位置の間を移
動可能となっている。なお、第１ガイド部１９２および第３ガイド部１９２と、第２ガイ
ド部１９２および第４ガイド部１９２とは、左右方向にずれていて上下方向において一部
が重なっている。
【００７５】
(第１装飾部材および第１発光基板)
　第１装飾部材１８９は、図２３および図２６に示すように、複数(実施例では４つ)に分
割されており、夫々が所要の意匠形状に形成されると共に、塗装やメッキ等の装飾が施さ
れている。また、第１装飾部材１８９は、少なくとも第１発光基板１９０の前側部分が光
透過性を有するよう構成されており、第１発光基板１９０の第１ＬＥＤ１９０ａの発光時
に明輝可能になっている。なお、実施例では、第１装飾部材１８９の明輝可能な部分が、
前方から見て略「Ｖ」字形に構成されている。第１発光基板１９０は、前面に複数の第１
ＬＥＤ１９０ａが実装されており、図示省略した配線により中継連結基板２３５(図６参
照)に電気的に接続されている。
【００７６】
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　第１ベース支持体１６１および第１装飾体１６２から構成された第１可動体１０１は、
第１ベース支持体１６１のベース部１６６が、第２スライドレール１３０の第２移動支持
レール１３３に固定されると共に、第２移動案内部材１３７が第２固定案内部材１３６に
係合することで、移動体１０５に対して上下方向にスライド移動可能に配設される。また
、第１ベース支持体１６１の第１連結部１５８および第２連結部１５９が、第１作動機構
１０６の左作動機構１０６ａおよび右作動機構１０６ｂに夫々連係されていることで、該
第１作動機構１０６の夫々の第１駆動モータ１４０,１４０の駆動により、第１初期位置(
図５～図７、図９参照)および該第１初期位置より下方の第１移動位置(図１０～図１３参
照)の間を移動可能となっている。そして、実施例の第１可動演出装置１００は、図９お
よび図１２に示すように、第１可動体１０１の第１装飾体１６２が、該第１可動体１０１
の第１ベース支持体１６１の後方に設けられた前述の取付ボス１９１より上方へ延出した
状態に構成されている。更に、第１可動演出装置１００は、第１初期位置において、第１
可動体１０１の第１ベース支持体１６１に設けられた取付ボス１９１の上面が、ベース体
１０４の上縁と略同じ高さとなり、該第１可動体１０１の第１装飾体１６２は、ベース体
１０４の上縁より上方へ突出した状態となる。ここで、第１装飾体１６２における取付ボ
ス１９１より上方へ突出した上方突出部分１６２ａは、該上方突出部分１６２ａの左右方
向の幅が前述した収容部Ｓ２の左右方向の幅より小さく、該上方突出部分１６２ａの前後
方向の幅が該収容部Ｓ２の前後方向の幅より小さく設定されている。
【００７７】
(第３支持手段および第４支持手段)
　一対の第２可動体１０２を夫々支持する第３支持手段１９５および第４支持手段２００
は、図１６、図１９、図２０、図２２および図２５に示すように、所謂ダブルタイプのス
ライドレールである。すなわち、第３支持手段としての第３スライドレール１９５および
第４支持手段としての第４スライドレール２００は、前述した第１スライドレール１２０
および第２スライドレール１３０と基本的に同じ構成である。第３スライドレール１９５
は、取付基板１６５の第４取付部１８３に固定される第３固定支持レール１９６と、該第
３固定支持レール１９６にその長手方向へスライド移動可能に配設された第３スライド体
１９７と、第３固定支持レール１９６に対して第３スライド体１９７を挟んで対向して配
設され、該第３スライド体１９７にスライド移動可能に配設された第３移動支持レール１
９８とを備えている。また、第４スライドレール２００は、取付基板１６５の第５取付部
１８４に固定される第４固定支持レール２０１と、第４固定支持レール２０１にその長手
方向へスライド移動可能に配設された第４スライド体２０２と、第４固定支持レール２０
１に対して第４スライド体２０２を挟んで対向して配設され、該第４スライド体２０２に
スライド移動可能に配設された第４移動支持レール２０３とを備えている。第３固定支持
レール１９６および第４固定支持レール２０１は、長手方向(スライド方向)が左右方向と
なる向きで、取付基板１６５の第４取付部１８３の前面または第５取付部１８４の前面に
夫々に固定可能となっている。
【００７８】
　第３スライドレール１９５の第３移動支持レール１９８および第４スライドレール２０
０の第４移動支持レール２０３の夫々は、第３固定支持レール１９６、第４固定支持レー
ルと前後方向で整合した第３重なり位置、第４重なり位置(図１９参照)と、該第３重なり
位置、第４重なり位置から左方または右方へ夫々移動して該第３固定支持レール１９６、
第４固定支持レール２０１から左方または右方へ延出した第３延出位置、第４延出位置(
図２０参照)との間を移動可能に構成されている。そして、第３移動支持レール１９８が
第３重なり位置となることで右の第２可動体１０２が第３初期位置となると共に、第４移
動支持レール２０３が第４重なり位置となることで左の第２可動体１０２が第３初期位置
となり(図１９参照)、第３移動支持レール１９８が第３延出位置となることで右の第２可
動体１０２が第３移動位置となると共に第４移動支持レール２０３が第４延出位置となる
こことで左の第２可動体１０２が第３移動位置となるよう構成されている。なお、実施例
の第３スライドレール１９５および第４スライドレール２００は、夫々の構成部材が金属
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製であり、撓み変形や捻れ変形が発現し難く構成されている。また、第３スライドレール
１９５は、第３移動支持レール１９８が第３固定支持レール１９６に対してがたつくこと
なくスムーズなスライド移動が可能となっており、第４スライドレール２００は、第４移
動支持レール２０３が第４固定支持レール２０１に対してがたつくことなくスムーズなス
ライド移動が可能となっている。
【００７９】
(第２可動体)
　実施例の第１可動演出装置１００は、図１３および図１５に示すように、第１可動体１
０１における第１ベース支持体１６１と第１装飾体１６２との間において、該第１ベース
支持体１６１に移動可能に配設された一対の第２可動体１０２,１０２を備えている。夫
々の第２可動体１０２,１０２は、夫々の第３初期位置が第１装飾体１６２と重なると共
に、夫々の第３移動位置が該第１装飾体１６２を挟んで反対方向となっている。夫々の第
２可動体１０２は、第１ベース支持体１６１に配設された第２駆動モータ２１５を含む第
２作動機構１０７に連係されており、該第２駆動モータ２１５の駆動制御に伴い夫々の第
３初期位置および第３移動位置の間を移動するよう構成されている。すなわち、第１可動
体１０１が第１初期位置および第１移動位置の間の移動と連動せずに、第２駆動モータ２
１５の駆動に伴い夫々の第２可動体１０２,１０２を夫々の第３移動位置へ移動させるこ
とで、第１可動体１０１の第１装飾体１６２の両側に該第２可動体１０２,１０２が夫々
位置するよう構成されている。一対の第２可動体１０２,１０２は、図１５に示すように
、前後方向において互いに重ならない関係で第１可動体１０１の第１ベース支持体１６１
に対して左右に並んで配設されている。左の第２可動体１０２および右の第２可動体１０
２は、外形形状が異なるものの、基本的な構成は同じである。
【００８０】
　夫々の第２可動体１０２,１０２は、図２２および図２５に示すように、第２装飾ベー
ス部材２０５と、該第２装飾ベース部材２０５の前側に配設される第２装飾部材２０６と
、第２装飾ベース部材２０５と第２装飾部材２０６との間に画成された空間内に配設され
る第２発光基板２０７とを備えている。第２装飾ベース部材２０５は、所要の輪郭形状に
形成される共に、右の第２可動体１０２は、左縁上部から左方へ延出する取付支持片２０
８が一体に形成されており、左の第２可動体１０２は、右縁下部から右方へ延出する取付
支持片２０８が一体に形成されている。右の第２可動体１０２には、その取付支持片２０
８の後側に左右へ延在する第６取付部２０９が設けられ、第３スライドレール１９５の第
３移動支持レール１９８が、左右方向に長手を向けた姿勢で該第６取付部２０９に固定さ
れるようになっている。これにより、右の第２可動体１０２は、第３スライドレール１９
５に支持された状態で、第３固定支持レール１９６に対する該第３移動支持レール１９８
のスライド移動に伴い、第３初期位置および該第３初期位置の右方の第３移動位置の間を
移動可能に第１可動体１０１に配設されている。
【００８１】
　左の第２可動体１０２には、その取付支持片２０８の後側に左右へ延在する第６取付部
２０９が設けられ、第４スライドレール２００の第４移動支持レール２０３が、左右方向
に長手を向けた姿勢で該第６取付部２０９に固定されるようになっている。これにより、
左の第２可動体１０２は、第４スライドレール２００に支持された状態で、第４固定支持
レール２０１に対する該第４移動支持レール２０３のスライド移動に伴い、第３初期位置
および該第３初期位置の左方の第３移動位置の間を移動可能に第１可動体１０１に配設さ
れている。なお、図１９および図２０に示すように、右の第２可動体１０２は、第２作動
機構１０７の構成部材である第２従動ギア(従動ギア)２１７を間に挟んだ状態で第３移動
支持レール１９８と固定され、左の第２可動体１０２は、第２作動機構１０７の構成部材
である第３従動ギア(従動ギア)２１８を間に挟んだ状態で第４移動支持レール２０３と固
定される。
【００８２】
(第２装飾部材および第２発光基板)
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　夫々の第２可動体１０２,１０２の第２装飾部材２０６は、図２２および図２５に示す
ように、複数(実施例では３つずつ)に分割されており、夫々が所要の意匠形状に形成され
ると共に、塗装やメッキ等の装飾が施されている。また、第２装飾部材２０６は、少なく
とも第２発光基板２０７の前側部分が光透過性を有するよう構成されており、第２発光基
板２０７の第２ＬＥＤ２０７ａの発光時に明輝可能になっている。第２発光基板２０７は
、前面に複数の第２ＬＥＤ２０７ａが実装されており、図示省略した配線により中継連結
基板２３５に電気的に接続されている。
【００８３】
(第２作動機構)
　第１可動体１０１に配設されて、一対の第２可動体１０２,１０２を夫々の第３初期位
置および第３移動位置の間で移動させる第２作動機構１０７は、図１６、図１９、図２０
図２２および図２５に示すように、第２駆動モータ２１５と、該第２駆動モータ２１５の
駆動軸２１５ａに前述した第２駆動ギア２１６と、右の第２可動体１０２に配設されて第
２駆動ギア２１６を介して第２駆動モータ２１５に連係される第２従動ギア２１７と、左
の第２可動体１０２に配設されて該第２駆動ギア２１６を介して第２駆動モータ２１５に
連係される第３従動ギア２１８とを備えている。すなわち、第２作動機構１０７は、統括
制御装置４８の統括制御基板により第２駆動モータ２１５を駆動制御することにより、第
２従動ギア２１７および第３従動ギア２１８を移動させることで、夫々の第２可動体１０
２,１０２を夫々の第３初期位置および第３移動位置の間で往復移動させるように構成さ
れている。
【００８４】
　第２駆動モータ２１５は、前述すると共に図２２および図２５に示すように、第１可動
体１０１の第１ベース支持体１６１に設けられたモータ固定部１７８に対し、駆動軸２１
５ａが該第１ベース支持体１６１の前側に延出した状態で固定される。そして、第２駆動
モータ２１５の駆動軸２１５ａの先端に固定された平歯車である第２駆動ギア２１６は、
第３スライドレール１９５の第３移動支持レール１９８の前面下方に位置していると共に
、第４スライドレール２００の第４移動支持レール２０３の前面上方に位置している(図
１６参照)。
【００８５】
　第２従動ギア２１７は、図２２および図２５に示すように、長手方向に延在する一縁に
複数の歯部が直列に設けられたラックギアであり、右の第２可動体１０２と第３移動支持
レール１９８とを固定する固定用ネジ(図示せず)が挿通するネジ挿通孔２１７ａが形成さ
れている。また、第２従動ギア２１７には検知片２１９が設けられており、右の第２可動
体１０２がその第３初期位置において、第１可動体１０１に設けられた原位置検知センサ
(図示せず)が該検知片２１９を検知するようになっている。このような第２従動ギア２１
７は、各歯部が第２駆動ギア２１６側に向いた姿勢(歯部が下方に向いた姿勢)で、右の第
２可動体１０２と第３移動支持レール１９８とで挟持されて該第３移動支持レール１９８
に固定されると、上方から該第２駆動ギア２１６に噛合した状態となる(図１９,図２０参
照)。また　第３従動ギア２１８は、図２２および図２５に示すように、長手方向に延在
する一縁に複数の歯部が直列に設けられたラックギアであり、左の第２可動体１０２と第
４移動支持レール２０３とを固定する固定用ネジ(図示せず)が挿通するネジ挿通孔２１８
ａが形成されている。また、第３従動ギア２１８には検知片２２０が設けられており、左
の第２可動体１０２がその第３初期位置において、第１可動体１０１に設けられた原位置
検知センサ２２１が該検知片２２０を検知するようになっている(図１９(ｂ)参照)。この
ような第３従動ギア２１８は、各歯部が第２駆動ギア２１６側に向いた姿勢(歯部が上方
に向いた姿勢)で、左の第２可動体１０２と第４移動支持レール２０３とで挟持されて該
第４移動支持レール２０３に固定されると、下方から該第２駆動ギア２１６に噛合した状
態となる(図１９、図２０参照)。
【００８６】
　前述のように構成された第２作動機構１０７は、第２駆動ギア２１６に噛合される第２
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従動ギア２１７および第３従動ギア２１８が該第２駆動ギア２１６を挟んで対向するよう
に配置してあることで、該第２駆動ギア２１６が回転すると第２従動ギア２１７および第
３従動ギア２１８が互いに逆方向に移動するよう構成される。これにより、第２駆動モー
タ２１５の作動制御に伴い第２駆動ギア２１６が回転することで、右の第２可動体１０２
および左の第２可動体１０２を、第１可動体１０１の第１装飾体１６２に前後方向で重な
った第３初期位置および該第１装飾体１６２を挟んで左右に離間した夫々の第３作動位置
の間で同期して動作させることができる。
【００８７】
(第３可動体)
　実施例の第１可動演出装置１００は、図１３および図１５に示すように、第１可動体１
０１の第１装飾体１６２と第２可動体１０２,１０２との間において、該第１装飾体１６
２に移動可能に配設された一対の第３可動体１０３,１０３を備えている。夫々の第３可
動体１０３,１０３は、夫々の第４初期位置が第１装飾体１６２と重なると共に、夫々の
第４移動位置が該第１装飾体１６２を挟んで反対方向となっている。夫々の第４移動位置
は、夫々の第２可動体１０２,１０２の夫々の第３移動位置よりも、第１装飾体１６２に
近い位置に設定されている。夫々の第３可動体１０３,１０３は、図１５に示すように、
前後方向において互いに重ならない関係で第１可動体１０１の第１装飾体１６２に対して
左右に並んで配設されている。そして、右の第３可動体１０３は、右の第２可動体１０２
に対して後述する第３係合手段(係合手段)２３３により係脱可能に係合しており、該右の
第２可動体１０２の第３初期位置および第３移動位置の間の移動に追従して第４初期位置
および第４移動位置の間を移動するようになっている。また、左の第３可動体１０３は、
左の第２可動体１０２に対して後述する第４係合手段(係合手段)２３４により係脱可能に
係合しており、該左の第２可動体１０２の第３初期位置および第３移動位置の間の移動に
追従して第４初期位置および第４移動位置の間を移動するようになっている。右の第２可
動体１０２および左の第２可動体１０２は、外形形状が異なるものの、基本的な構成は同
じであるので、ここでは　同一部位、部材は、同じ符号を付して指示する。
【００８８】
　夫々の第３可動体１０３,１０３は、図２３および図２６に示すように、第３装飾ベー
ス部材２２５と、該第３装飾ベース部材２２５の前側に配設される第３装飾部材２２６と
、第３装飾ベース部材２２５と第３装飾部材２２６との間に画成された空間内に配設され
る第３発光基板２２７とを備えている。第３装飾ベース部材２２５は、図２３および図２
６に示すように、所要の輪郭形状に形成される共に、右の第３可動体１０３は、左縁から
左方へ延出する２つの取付支持片２２８,２２８が一体に形成されており、左の第３可動
体１０３は、右縁から右方へ延出する２つの取付支持片２２８,２２８が一体に形成され
ている。
【００８９】
　図２３および図２６に示すように、右の第３可動体１０３の夫々の取付支持片２２８,
２２８の後側には、左右に延在する第７取付部２２９,２２９が夫々設けられている。上
の取付支持片２０８に設けられた第７取付部２２９は、第１装飾体１６２の第１装飾ベー
ス部材１８８に設けられた上から１つ目のガイド部１９２の後方に整合すると共に、下の
取付支持片２０８に設けられた第７取付部２２９は、第１装飾体１６２の第１装飾ベース
体１０４に設けられた上から３つ目のガイド部１９２の後方に整合するようになっている
。そして、右の第３可動体１０３における上の取付支持片２０８に設けられた第７取付部
２２９には、上から１つ目のガイド部１９２にスライド移動可能に係合されるスライド部
材２３０が固定されると共に、右の第３可動体１０３における下の取付支持片２０８に設
けられた第７取付部２２９には、上から３つ目のガイド部１９２にスライド移動可能に係
合されるスライド部材２３０が固定されている。従って、右の第３可動体１０３は、夫々
のスライド部材２３０,２３０が夫々のガイド部１９２,１９２に沿って移動することで、
第１可動体１０１の第１装飾体１６２に支持された状態で第４初期位置および第４移動位
置の間を移動可能となっている。
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【００９０】
　図２６に示すように、左の第３可動体１０３の夫々の取付支持片２２８,２２８の後側
には、左右に延在する第７取付部２２９,２２９が夫々設けられている。上の取付支持片
２０８に設けられた第７取付部２２９は、第１装飾体１６２の第１装飾ベース体１０４に
設けられた上から２つ目のガイド部１９２の後方に整合すると共に、下の取付支持片２０
８に設けられた第７取付部２２９は、第１装飾体１６２の第１装飾ベース体１０４に設け
られた上から４つ目のガイド部１９２の後方に整合するようになっている。そして、左の
第３可動体１０３における上の取付支持片２０８に設けられた第７取付部２２９には、上
から２つ目のガイド部１９２にスライド移動可能に係合されるスライド部材２３０が固定
されると共に、左の第３可動体１０３における下の取付支持片２０８に設けられた第７取
付部２２９には、上から４つ目のガイド部１９２にスライド移動可能に係合されるスライ
ド部材２３０が固定されている。従って、左の第３可動体１０３は、夫々のスライド部材
２３０,２３０が夫々のガイド部１９２,１９２に沿って移動することで、第１可動体１０
１の第１装飾体１６２に支持された状態で第４初期位置および第４移動位置の間を移動可
能となっている。なお、各スライド部材２３０は、図２３および図２６に示すように、各
々のガイド部１９２の開口縁を挟んで配設された２つの部材から構成されている。
【００９１】
(第２係合手段)
　図１５、図１６、図２３および図２６に示すように、右の第３可動体１０３および右の
第２可動体１０２は、第３係合手段２３３により係脱可能に係合するようになっており、
左の第３可動体１０３および左の第２可動体１０２は、第４係合手段２３４により係脱可
能に係合するようになっている。第３係合手段２３３および第４係合手段２３４は、第３
可動体１０３,１０３の第３装飾ベース部材２２５の後側に、左右方向へ延在すると共に
後方へ開口するよう形成された係合溝２３３ａ,２３４ａと、第２可動体１０２,１０２の
第２装飾部材２０６の前側に前方へ延出して、該係合溝２３３ａ,２３４ａに差し込んだ
状態で係合する係合ピン２３３ｂ,２３４ｂとから構成されている。夫々の係合溝２３３
ａ,２３４ａは、該係合溝２３３ａ,２３４ａが形成された第２可動体１０２の第３初期位
置および第３移動位置の間の移動量と同じ長さに設定されている。そして、第２可動体１
０２が第３初期位置にある場合には、係合ピン２３３ｂ,２３４ｂが係合溝２３３ａ,２３
４ａにおける第３可動体１０３の長手方向において、該第３可動体１０３の第４移動位置
と反対側の端部に当接することで、該第３可動体１０３が第４初期位置に保持可能となっ
ている。
【００９２】
　一方、第２可動体１０２が第３初期位置から第３移動位置へ移動する際には、係合ピン
２３３ｂ,２３４ｂが係合溝２３３ａ,２３４ａに沿って移動することで、第３可動体１０
３が第４初期位置から第４移動位置へ移動することを許容するようになっている。そして
、第３可動体１０３が第４移動位置または該第４移動位置と第４初期位置との間にある場
合に、第２可動体１０２が第３移動位置から第３初期位置へ移動する際には、係合ピン２
３３ｂ,２３４ｂが係合溝２３３ａ,２３４ａの端部に当接して該第３可動体１０３を第４
初期位置へ追従して移動させるようになっている。
【００９３】
(第１、第２スライドレールの配置関係)
　実施例の第１可動演出装置１００は、前述すると共に図１５に示すように、移動体１０
５を、重なり方向(実施例では前後方向)において段差を付けた形状として、第１可動体１
０１の裏面に近接した第１取付部１０５ａのベース体１０４側に第１スライドレール１２
０が固定されると共に、第１取付部１０５ａよりもベース体１０４に近接した第２取付部
１０５ｂの第１可動体１０１側に第２スライドレール１３０が固定されてある。従って、
第１スライドレール１２０と第２スライドレール１３０とは、重なり方向(前後方向)と直
交する方向において一部が重なった状態に配設されている。これにより、第１スライドレ
ール１２０の第１固定支持レール１２１が固定されたベース体１０４の前面と、第２スラ
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イドレール１３０の第２移動支持レール１３３が固定された第１可動体１０１の後面(第
１ベース支持体１６１のベース部１６６の後面)との間隔が、第１スライドレール１２０
の厚みと、第２スライドレール１３０の厚みと、移動体１０５の厚みの夫々を合計した厚
みより小さくなっている。すなわち、第１可動体１０１をベース体１０４の前面に近づけ
て配設可能となっている。
【００９４】
(第２駆動モータと第１、第２スライドレールとの配置関係)
　また、第１スライドレール１２０および第２スライドレール１３０は、図１５に示すよ
うに、第１可動体１０１の移動方向である上下方向と交差した左右方向に離間して、第１
取付部１０５ａおよび第２取付部１０５ｂに夫々固定されている。これにより、実施例の
第１可動演出装置１００は、重なり方向と直交する方向で重なっている第１スライドレー
ル１２０および第２スライドレール１３０の間にできた空間に、第１可動体１０１に配設
された第２駆動モータ２１５の後部分を位置させた構成となっている。このような構成と
することで、第１可動体１０１をベース体１０４の前面に近づけて配設可能となっている
。
【００９５】
(第２駆動モータと第３、第４スライドレールとの配置関係)
　更に、実施例の第１可動演出装置１００は、前述すると共に図１６に示すように、右の
第２可動体１０２を支持する第３スライドレール１９５および左の第２可動体１０２を支
持する第４スライドレール２００を、第２駆動モータ２１５を挟んで配設してある。これ
により、第２駆動モータ２１５と、第３スライドレール１９５および第４スライドレール
２００とが重なり方向で重なった状態で配設されており、第１可動演出装置１００の前後
方向の寸法を抑えることが可能となっている。
【００９６】
(設置部材に対する第１可動演出装置の設置態様)
　前述のように構成された実施例の第１可動演出装置１００は、図４および図５に示すよ
うに、設置部材５０のボックス部５２における第２設置壁部６０の上板部６５の前面に対
し、複数のネジによりベース体１０４を固定して取り付けられる。このとき、第１可動演
出装置１００におけるベース体１０４、移動体１０５、第１作動機構１０６、第１可動体
１０１の第１ベース支持体１６１(第１可動体１０１の第１装飾体１６２を臨む部分)、第
２可動体１０２,１０２および第３可動体１０３,１０３は、設置部材５０における第１設
置壁部５３と第２設置壁部６０との間に画成された空間Ｓ１内に位置すると共に、第１可
動体１０１の第１装飾体１６２は、第１設置壁部５３より前方に位置している。そして、
第１可動演出装置１００は、第１可動体１０１の第１初期位置において、該第１可動体１
０１における第１装飾体１６２より後側部分が、設置部材５０のボックス部５２における
第２外周壁部６１に下方から近接すると共に、該第１可動体１０１における第１装飾体１
６２は、該第１装飾体１６２の上方突出部分１６２ａが枠状装飾ユニット３０の上装飾部
材３２ａと第１設置壁部５３との間に画成された前述の収容部Ｓ２に下方から収容される
と共に、該第１装飾体１６２の略全体が枠状装飾ユニット３０の上装飾部材３２ａと前後
方向で重なった状態となる(図１、図５参照)。そして、第１装飾体１６２の上方突出部分
１６２ａは、設置部材５０のボックス部５２における第２外周壁部６１の上部より上方へ
突出しており、該ボックス部５２の上方に配置されている球タンク２１の前方に位置して
該球タンク２１と前後方向で重なった状態となる(図５参照)。
【００９７】
　また、ベース部５１の第１設置壁部５３における収容部Ｓ２の左側部分および右側部分
は、第１可動体１０１の左右に位置する第１作動機構１０６の左作動機構１０６ａおよび
右作動機構１０６ｂやカバー部材１５７,１５７の前方に位置している。これにより、第
１作動機構１０６の左作動機構１０６ａおよび右作動機構１０６ｂやカバー部材１５７,
１５７は、第１可動体１０１の第１初期位置において第１設置壁部５３と前後方向で重な
り、該第１設置壁部５３の前面に配設された装飾部材５６により前方から視認不可能とな
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っている(図３、図４参照)。
【００９８】
(実施例の作用)
　前述のように構成された実施例のパチンコ機１０では、遊技盤１４の遊技領域２５へ打
ち出されたパチンコ球が第１始動入賞装置３７の始動入賞口３７ａまたは第２始動入賞装
置３８の始動入賞口３８ａに入賞して、該第１始動入賞装置３７または第２始動入賞装置
３８に配設された球検知スイッチによる球検知信号を主制御装置の主制御基板が受けると
、該主制御基板は、大当り抽選を行うと共に、大当り抽選の結果に基づく所定の制御信号
を統括制御装置４８の統括制御基板に出力する。統括制御基板では、主制御基板からの制
御信号に基づき、図柄表示装置４５の表示部４６において図柄変動演出を行わせる。なお
主制御基板は、大当り抽選の結果として大当りが発生した場合には、統括制御基板により
図柄表示装置４５の表示部４６において所定の図柄組合わせで図柄が停止表示されると、
特別入賞装置３９の開閉扉３９ｂを開放動作させて特別入賞口３９ａを開放させる。
【００９９】
　そして、統括制御装置４８の統括制御基板が、可動体演出の実行可否判定の結果により
、第１～第４可動演出装置１００,２４０,２４１,２４２の全てを作動させないことが決
定した場合には、該第１～第４各可動演出装置１００,２４０,２４１,２４２は、夫々の
初期状態に保持される。これにより、第１～第４各可動演出装置１００,２４０,２４１,
２４２の可動体は殆ど視認されず、図柄表示装置４５の表示部４６における表示演出が、
設置部材５０の表示開口６２および開口５５、枠状装飾ユニット３０の表示窓口３１を介
してパチンコ機１０の前側から視認可能となる。なお、第１可動演出装置１００の初期状
態は、第１～第３可動体１０１,１０２,１０３を第１～第３初期位置に夫々停止保持した
状態であり、第１可動体１０１の第１装飾体１６２は、枠状装飾ユニット３０における上
装飾部材３２ａの後方に位置して、該上装飾部材３２ａと前後方向で重なった状態となっ
ている(図１、図５参照)。
【０１００】
　一方、統括制御装置４８の統括制御基板が、可動体演出の実行可否判定の結果により、
第１可動演出装置１００を作動させることが決定された場合には、該統括制御基板は第１
可動演出装置１００に所定の制御信号を送信する。なお、制御信号としては、第１作動機
構１０６の夫々の第１駆動モータ１４０,１４０用および第２駆動モータ２１５用の駆動
制御信号と、第１～第３発光基板１９０,２０７,２２７における第１～第３ＬＥＤ１９０
ａ,２０７ａ,２２７ａの発光制御信号等が送信される。
【０１０１】
(第１可動体の作動)
　第１可動演出装置１００は、図５および図６～図９に示す初期状態において、第１～第
３可動体１０１,１０２,１０３が、第１～第３初期位置に夫々停止保持されている。統括
制御装置４８の統括制御基板からの制御信号が第１可動演出装置１００に送信されると、
第１作動機構１０６の左作動機構１０６ａおよび右作動機構１０６ｂの夫々の第１駆動モ
ータ１４０,１４０が同期的に回転駆動を開始する。左作動機構１０６ａでは、第１駆動
ギア１４７と第１従動ギア１５１との噛合のもとで連係部材１４１が図１７の姿勢から図
１８の姿勢に向けて正面視において時計方向へ回転すると共に、右作動機構１０６ｂでは
、第１駆動ギア１４７と第１従動ギア１５１との噛合のもとで、連係部材１４１が図１７
の姿勢から図１８の姿勢に向けて正面視において反時計方向へ回転する。これにより、左
作動機構１０６ａの連係部材１４１および右作動機構の連係部材１４１の夫々に連係され
て第１初期位置にあった第１可動体１０１は、ベース体１０４に移動可能に支持された移
動体１０５に支持された状態で、該第１初期位置から第１移動位置に向けて下方へ移動す
る。ここで、第１可動体１０１の第１移動位置は、図２に示すように、図柄表示装置４５
の表示部４６が整合した表示開口６２の前方に設定されており、第１移動位置まで移動し
た第１可動体１０１は、第１装飾体１６２が上装飾部材３２ａ後方から下方へ延出して上
方突出部分１６２ａの一部が該上装飾部材３２ａと前後方向で重なった状態となり、第１
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装飾体１６２が表示部４６を部分的に覆うようになる。
【０１０２】
　なお、第１作動機構１０６により第１可動体１０１が第１初期位置から第１移動位置へ
移動する際には、ベース体１０４に第１スライドレール１２０および第１案内手段１２５
(第１固定案内部材１２６および第１移動案内部材１２７)により支持された移動体１０５
が、第２係合手段１１７における第２スライド体１３２とストッパ１３４との係合のもと
で、該移動体１０５の自重により、第１可動体１０１の移動に追従して第２初期位置から
第２移動位置に向けて移動する。すなわち、第１スライドレール１２０の第１移動支持レ
ール１２３が第１固定支持レール１２１に対して延出位置に向けて移動すると共に、第１
移動案内部材１２７が第１固定案内部材１２６に沿って摺動することで、ベース体１０４
に姿勢保持された移動体１０５が第１可動体１０１と一緒に第２移動位置へ移動する。
【０１０３】
　そして、第１係合手段１１０を構成する第１移動係合部材１１２が第１固定係合部材１
１１に上方から当接すると、移動体１０５が第２移動位置に停止保持される。移動体１０
５が第２移動位置に停止保持された後は、第２スライドレール１３０および第２案内手段
１３５(第２固定案内部材１３６および第２移動案内部材１３７)によって該移動体１０５
に支持された第１可動体１０１は、第２スライドレール１３０の第２移動支持レール１３
３が第２固定支持レール１３１に対して延出位置に移動すると共に、第２移動案内部材１
３７が第２固定案内部材１３６に沿って摺動することで、第１移動位置に向けて移動可能
となる。
【０１０４】
(第２可動体および第３可動体の作動)
　第１可動体１０１が第１初期位置から第１移動位置まで移動したことが検知されると、
統括制御装置４８の統括制御基板からの制御信号が第１可動演出装置１００に送信され、
第２作動機構１０７の第２駆動モータ２１５が回転駆動を開始する。これにより、第２駆
動ギア２１６と第２従動ギア２１７との噛合のもとで、右の第２可動体１０２が第１可動
体１０１の第１装飾体１６２に重なった第３初期位置から右方の第３移動位置に向けて移
動すると同時に、第２駆動ギア２１６と第３従動ギア２１８との噛合のもとで、左の第２
可動体１０２が第１可動体１０１の第１装飾体１６２に重なった第３初期位置から左方の
第３移動位置に向けて移動する。また、第３係合手段２３３(係合溝２３３ａおよび係合
ピン２３３ｂ)により右の第２可動体１０２に係脱可能に係合した右の第３可動体１０３
が、該右の第２可動体１０２の第３初期位置から第３移動位置への移動に追従して、第１
可動体１０１の第１装飾体１６２に重なった第４初期位置から右方の第４移動位置に向け
て移動可能となる。同時に、第４係合手段２３４(係合溝２３４ａおよび係合ピン２３４
ｂ)により左の第２可動体１０２に係脱可能に係合した左の第３可動体１０３が、該左の
第２可動体１０２の第３初期位置から第３移動位置への移動に追従して、第１可動体１０
１の第１装飾体１６２に重なった第４初期位置から左方の第４移動位置に向けて移動可能
となる。
【０１０５】
　従って、実施例の第１可動演出装置１００は、図２、図１３および図１４に示すように
、第１可動体１０１が第１移動位置となり、夫々の第２可動体１０２,１０２が夫々の第
３移動位置となると共に、夫々の第３可動体１０３,１０３が夫々の第４移動位置となっ
た場合に、合わせて５つの可動体が左右方向に並んだ状態となり、図柄表示装置４５の表
示部４６の前側において大きく拡大した状態となる。すなわち、第１可動体１０１の移動
方向である上下方向と直交する左右方向へ第２可動体１０２,１０２および第３可動体１
０３,１０３が移動するようになり、迫力かつインパクトのある演出が行われる。
【０１０６】
　一方、実施例の第１可動演出装置１００は、第１～第３可動体１０１,１０２,１０３が
第１移動位置、第３移動位置および第４移動位置にある状態から初期状態に復帰する場合
には、まず第２作動機構１０７の第２駆動モータ２１５を逆駆動させて、夫々の第２可動
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体１０２,１０２を夫々の第３初期位置へ移動させ、これに伴って夫々の第３可動体１０
３,１０３を夫々の第４初期位置へ追従移動させる。
【０１０７】
　そして、夫々の第２可動体１０２,１０２が夫々の第３初期位置となると共に、夫々の
の第３可動体１０３,１０３が夫々の第４初期位置に移動完了したら、第１作動機構１０
６の夫々の第１駆動モータ１４０,１４０を同期的に逆駆動させて、第１可動体１０１を
第１移動位置から第１初期位置に向けて移動させる。なお、第１作動機構１０６により第
１可動体１０１が第１移動位置から第１初期位置へ移動する際には、第２移動位置に保持
された移動体１０５に対し、第２スライドレール１３０の第２移動支持レール１３３が移
動すると共に、第２案内手段１３５における第２移動案内部材１３７が第２固定案内部材
１３６に摺動することで、第２移動位置に保持されている移動体１０５に支持された第１
可動体１０１が第１初期位置に向けて移動する。そして、第２係合手段１１７における第
２スライド体１３２とストッパ１３４とが係合すると、第１可動体１０１の第１初期位置
への移動に追従して、移動体１０５は該第１可動体１０１を支持した状態で第２初期位置
に向けて移動する。そして、第１可動体１０１が第１初期位置まで移動すると、これと同
時に移動体１０５が第２初期位置まで移動し、第１可動体１０１が第１初期位置に停止す
ることで移動体１０５が第２初期位置に停止する。第１可動体１０１が第１初期位置とな
ることで、該第１可動体１０１の第１装飾体１６２は、枠状装飾ユニット３０の上装飾部
材３２ａの後方に重なった状態となる。
【０１０８】
　実施例のパチンコ機１０に配設された第１可動演出装置１００によれば、ベース体１０
４に移動体１０５を移動可能に支持する第１スライドレール１２０および該移動体１０５
に第１可動体１０１を移動可能に支持する第２スライドレール１３０を、ベース体１０４
、移動体１０５および第１可動体１０１の重なり方向と直交する方向に離間すると共に該
直交する方向で互いに重なった状態で配設すると共に、第１可動体１０１に配設された第
２駆動モータ２１５を第１および第２スライドレール１２０,１３０の間に臨ませるよう
にした。これにより、重なり方向における第１可動演出装置１００のサイズを小さくする
ことが可能となり、第１可動演出装置１００の設置スペースの設定が容易になる。また、
第２駆動モータ２１５を第１スライドレール１２０と第２スライドレール１３０との間に
臨むように第１可動体１０１に配設したことで、第１可動体１０１が第１スライドレール
１２０および第２スライドレール１３０によりバランスよく支持されるようになり、該第
１可動体１０１のスムーズな移動を長期に亘って維持し得る。
【０１０９】
　また、第１係合手段１１０の第１固定係合部材１１１および第１移動係合部材１１２に
より、第１可動体１０１が第１初期位置および第１移動位置との間を移動することに伴い
、該第１可動体１０１を支持した移動体１０５を第２初期位置および第２移動位置の間で
移動させることができ、移動体１０５により第１可動体１０１を適切に支持し得る。
【０１１０】
　第１初期位置および第１移動位置の間を移動する第１可動体１０１に配設された一対の
第２可動体１０２,１０２が、第１可動体１０１の第１装飾体１６２と重なった第３初期
位置および該第１装飾体１６２を挟んで反対方向となる第３移動位置へ移動するよう構成
した。すなわち、第１初期位置および第１移動位置の間を移動する第１可動体１０１に、
一対の第２可動体１０２,１０２が第１可動体１０１の第１装飾体１６２を挟んで両側へ
移動するよう構成したので、第１可動体１０１のおよび第２可動体１０２,１０２による
変化の富む演出がなされて演出効果を向上させることができる。
【０１１１】
　第３係合手段２３３の係合により右の第２可動体１０２の移動に追従して右の第３可動
体１０３が第４初期位置および第４移動位置の間を移動可能とすると共に、第４係合手段
２３４の係合により左の第２可動体１０２の移動に追従して左の第３可動体１０３が第４
初期位置および第４移動位置の間を移動可能に構成したので、第２可動体１０２,１０２
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および第３可動体１０３,１０３が夫々の移動位置となった際には該第１～第３可動体１
０１,１０２,１０３が連なった状態に構成され、演出効果を向上させることができる。ま
た、１つの第２駆動モータ２１５により、２つの第２可動体１０２,１０２および２つの
第３可動体１０３,１０３を移動させ得るので、第１可動体１０１をコンパクトに構成す
ることができる。
【０１１２】
　第１可動体１０１を第１移動位置に移動させて図柄表示装置４５の表示部４６の前方に
位置させたもとで、夫々の第２可動体１０２,１０２を第３初期位置から第３移動位置へ
移動させると共に夫々の第３可動体１０３,１０３を第４初期位置から第４移動位置へ移
動させるので、表示窓口３１の直後に第１～第３可動体１０１,１０２,１０３が位置して
、迫力ある演出を行うことができる。また、図２に示すように、図柄表示装置４５の表示
部４６を所定の範囲で覆うことができ、変化に富む演出を行うことができる。
【０１１３】
　設置部材５０を、ベース部５１および該ベース部５１より一回り小さいボックス部５２
から構成すると共に、遊技盤１４に開設された貫通口２４の開口縁前側に配設された枠状
装飾ユニット３０の上装飾部材３２ａと該ベース部５１の第１設置壁部５３の上壁部５３
ａとの間に、第１可動体１０１における第１装飾体１６２の上方突出部分１６２ａが収容
可能な収容部Ｓ２を画成したことで、該第１装飾体１６２を、ボックス部５２の第２外周
壁部６１よりも外方へ突出する大きな形状に形成し得る。これにより、第１可動体１０１
の第１装飾体１６２が大型に構成されるので、図２に示すように、該第１装飾体１６２が
上装飾部材３２ａと重ならない位置まで移動させることで第１可動体１０１の移動量を大
きくすることができ、迫力ある演出が可能となって高い演出効果を得ることができる。ま
た、第１可動演出装置１００の第１可動体１０１における第１装飾体１６２が、枠状装飾
ユニット３０における上装飾部材３２ａの直後に位置しているので、第１可動体１０１を
第１移動位置に移動させると第１装飾体１６２が表示窓口３１に臨むようになり、インパ
クトある演出が可能である。
【０１１４】
　設置部材５０のボックス部５１の上方に、中枠１２に配設した球タンク２１が位置して
いても、第１可動演出装置１００の第１可動体１０１における第１装飾体１６２がボック
ス部５１の第２外周壁部６１の上部より上方へ突出可能に構成したことで、該第１装飾体
１６２の大型化を図り得る。
【０１１５】
〔変更例〕
　本発明に係る遊技機は、実施例に例示の形態に限らず種々の変更が可能である。
（１）第１可動体の第１初期位置および第１移動位置の間の移動方向は、実施例で例示し
た上下方向に限らず、左右方向、前後方向または斜め方向であってもよい。
（２）第１作動機構は、１つの第１駆動モータにより第１可動体を作動させるよう構成し
たものであってもよい。
（３）第２可動体における第１可動体を挟んで反対方向となる第３移動位置は、実施例で
例示した左右方向に限らず、第１可動体を挟んで上下方向や斜め方向であってもよい。
（４）第１駆動手段および第２駆動手段は、電気モータに限らず、ロータリーソレノイド
、リニアソレノイド、流体アクチュエータ等であっもよい。
（５）第２駆動手段による第２可動体の動作タイミングは、第１可動体が第１移動位置に
ある場合のみらず、該第１可動体が第１初期位置にある場合や、第１初期位置と第１移動
位置との間にある場合であってもよい。また、第１可動体が第１初期位置と第１移動位置
との間を移動中に、第２駆動手段を作動させて第２可動体および第３可動体を動作させる
ようにしてもよい。
（６）遊技盤に配設した枠状装飾ユニットの装飾部材および設置部材の第１設置壁部の間
に画成する収容部は、表示窓口の上方に設けられて下方に開口するものに限らない。設置
部材の第２設置壁部における左板部または右板部に配設する可動演出装置に対応して、収
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られて左方に開口するものであってもよい。また、設置部材の第２設置壁部における下板
部に配設する可動演出装置に対応して、収容部が、表示窓口の下方に設けられて上方に開
口するものであってもよい。
（７）実施例では、統括制御基板により第１可動演出装置を作動制御するようにしたが、
主制御基板により第１可動演出装置を作動制御するようにしてもよい。
（８）実施例では、遊技機としてのパチンコ機を示したが、遊技機はパチンコ機に限られ
るものではなく、アレンジボール機やスロットマシン等であってもよい。
【符号の説明】
【０１１６】
５０ 設置部材(固定部)，１００ 第１可動演出装置(可動演出装置)
１０１ 第１可動体(可動体)，１０２ 第２可動体，１０４ ベース体，１０５ 移動体
１０５ａ 第１取付部，１０５ｂ 第２取付部，１１７ 第２係合手段(係合手段)
１２０ 第１スライドレール(第１支持手段)，１２３ 第１移動支持レール(移動支持部)
１３０ 第２スライドレール(第２支持手段)，１３１ 第２固定支持レール(固定支持部)
１４０ 第１駆動モータ(第１駆動手段)，１９５ 第３スライドレール(ガイド部材)
２００ 第４スライドレール(ガイド部材)，２１５ 第２駆動モータ(第２駆動手段)

【図１】 【図２】
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【図２１】 【図２２】
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【図２５】 【図２６】
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